
第512号

発　行　令和 8年 7月15日

発行所　名護市

市   章
　　　　総務部総務課

　　　――――　条　　　　例　―――― 　名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金交

○　名護市条例第14号(総務課) 　付要綱の公表について

　名護市選挙公報の発行に関する条例の公布 ○　名護市告示第135号(国民健康保険課)

　について 　督促状の公示送達について

○　名護市条例第15号(総務課) ○　名護市告示第136号(財政課)

　名護市都市公園の設置及び管理に関する条 　令和８年度名護市一般会計補正予算の公表

　例の一部を改正する条例の公布について 　について（第１号補正）

○　名護市条例第16号(総務課) ○　名護市告示第137号(財政課)

　名護市学校給食センター設置条例の一部を 　令和８年度名護市介護保険特別会計予算の

　改正する条例の公布について 　公表について（第１号補正）

○　名護市条例第17号(総務課) ○　名護市告示第138号(財政課)

　名護市水道給水条例及び名護市下水道条例 　令和８年度名護市一般会計補正予算の公表

　の一部を改正する条例の公布について 　について（第２号補正）

　　　――――　規　　　　則　―――― ○　名護市告示第139号(総務課)

○　名護市規則第22号(都市計画課) 　令和８年第３１６回名護市議会臨時会の招

　名護市風致地区内における建築等の規制に 　集告示について

　関する条例施行規則（平成16年規則第８ ○　名護市告示第140号(園芸畜産課)

　号）の一部を改正する規則の公布について 　名護市子牛生産育成事業補助金交付要綱の

○　名護市規則第23号(人事行政課) 　一部を改正する要綱の公表について

　名護市職員の休暇に関する規則及び名護市 ○　名護市告示第141号(農林水産課)

　会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関 　名護市漁業再生支援事業補助金交付要綱の

　する規則の一部を改正する規則の公布につ 　一部を改正する要綱の公表について

　いて 　　　――――　公　　　　告　――――

　　　――――　訓　　　　令　―――― ○　名護市公告第29号(工事契約検査課)

○　名護市訓令第5号(総務課) 　名護市公募型指名競争入札の実施について

　名護市公印に関する規程の一部を改正する 　（宮里大南線（宮里区間）道路改良工事(その

　規程の公表について 　３)）

　　　――――　告　　　　示　―――― ○　名護市公告第30号(こども政策課)

○　名護市告示第131号(社会福祉課) 　名護市こども・若者計画（仮称）策定基礎

　名護市地域福祉基金運営委員会設置要綱の 　調査業務委託プロポーザルの実施について

　一部を改正する要綱の公表について 　（公告）

○　名護市告示第132号(農業政策課) ○　名護市公告第31号(国民健康保険課)

　名護市新規畑人支援給付金給付要綱の全部 　公売公告の掲示及び公売通知書の発送につ

　を改正する要綱の公表について 　いて

○　名護市告示第133号(園芸畜産課) ○　名護市公告第32号(工事契約検査課)

名　護　市　公　報
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　名護市公募型指名競争入札の実施について

　（喜知留川河川整備工事（R8)）

○　名護市公告第33号(工事契約検査課)

　名護市公募型指名競争入札の実施について

　（名護100号線道路改良工事（その７））

○　名護市公告第34号(工事契約検査課)

　名護市公募型指名競争入札の実施について

　（市道数久田15号線道路改良工事（その３））

○　名護市公告第35号(工事契約検査課)

　名護市公募型指名競争入札の実施について

　（羽地中部支線14-1号農道整備工事（R8））

○　名護市公告第36号(工事契約検査課)

　名護市公募型指名競争入札の実施について

　（辺野古地区市道整備工事（R8））

○　名護市公告第37号(都市計画課)

　大瀬原公園（ポーシ公園）の共用開始公告

　について



名護市選挙公報の発行に関する条例をここに公布する。

令和8年7月 j>日
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名護市条例第/女号
名護市選挙公報の発行に関する条例
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名護市選挙公報の発行に関する条例

(趣旨)

第1条この条例は、公職選挙法(昭和25年法律第100号。以下「法」という。)第172条の

2の規定に基づき、名護市議会議員及び名護市長の選挙(以下「選挙」という。)におけ

る選挙公報の発行に関し必要な事項を定めるものとする。

(選挙公報の発行)

第2条名護市選挙管理委員会(以下「委員会」という。)は、選挙が行われるときは、当

該選挙の候補者(以下「候補者」という。)の氏名、経歴、政見、写真等を掲載した選挙

公報を、選挙ごとに、 1回発行するものとする。

(掲載文等の申請)

第3条候補者が選挙公報に氏名、経歴、政見、写真等の掲載を受けようとするときは、当

該選挙の期日の告示があった日に、その掲載文及び写真を添えて委員会に文書で申請し

なければならない。

2 候補者は、その責任を自覚し、前項の掲載文には他人若しくは他の政党その他の政治

団体の名誉を傷つけ、若しくは善良な風俗を害し、又は特定の商品の広告その他営業に

関する宣伝をする等選挙公報としての品位を損なう記載をしてはならない。

(選挙公報の発行手続)

第4条委員会は、前条第1項の申請があったときは、掲載文を原文のまま選挙公報に掲

載しなければならない。

2 選挙公報に2人以上の候補者の氏名、経歴、政見、写真等を掲載する場合においては、

その掲載の順序は、委員会がくじで定める。

3 前条第1項の申請をした候補者又はその代理人は、前項のくじに立ち会うことができ

る。

(選挙公報の配布)

第5条選挙公報は、当該選挙に用いる選挙人名簿に登録された者の属する各世帯に対し

て、選挙の期日の前日までに配布するものとする。

2 委員会は、前項の各世帯に選挙公報を配布することが困難であると認められる特別の

事情があるときは、同項の規定により配布すべき日までに新聞折込みその他これに準ず

る方法による配布を行うことによって、同項の規定による配布に代えることができる。

この場合において、委員会は、市役所その他適当な場所に選挙公報を備え置く等当該方

法による選挙公報の配布を補完する措置を講ずることにより、選挙人が選挙公報を容易

に入手することができるよう努めなければならない。

(選挙公報の発行を中止する場合)

第6条法第100条第4項の規定に該当し、投票を行うことを必要しなくなったとき又は天

災その他避けることのできない事故その他特別の事情があるときは、選挙公報発行の手

続は、中止する。

(適用除外)

第7条この条例の規定による処分その他公権力の行使に当たる行為については、名護市

行政手続条例(平成9年条例第N号)第2章及び第3章の規定は、適用しない。

(委任)

第8条この条例に定めるもののほか、選挙公報の発行に関し必要な事項は、委員会が別

に定める。

附則

この条例は、公布の日から施行する。

V



名護市都市公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例をここに公布する。

令和■年7 " y e

名護市条例第/j、号
名護市都市公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
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名護市都市公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

名護市都市公園の設置及び管理に関する条例(平成17年条例第器号)の一部を次のよう

に改正する。

第9条第4項中「別表第5」を「別表第6」に改め、同項を同条第5項とし、同条第3項

の次に次の1項を加える。

4 第3条第1項第4号に掲げる行為以外におけるあけみおスポーツコンベンションセン

ターのトレーニング室又は大浴場(サウナを含む。)の使用については、別表第5に掲

げる使用料を納付するものとし、その使用料の納付をもって使用許可を受けたものとす
る。

第19条第1項中「別表第6」を「別表第7」に改め、「掲げる都市公園」の次に「又は当

該都市公園内の施設の全部若しくは一部」を加え、同条第2項中「別表第2」の次に「及

び別表第5」を加える。

別表第1中

九年又原公園

1,000円

九年又原公園

大瀬原公園

に改める。

別表第2中

名護市大北二丁目肌認番

ポーシ公園

あけみお
スカイ

SKY ドー

ム

名護市大北二丁目51認番

高校生以下

名護市字宮里4四番

一般

職業団体(興行等を含む。)

照明施設

放送施設

会議室

相撲場

床面の3分の1又は3分の2を部分占用する場合の料金は、上記料

金にそれぞれ3分の1又は3分の2を乗じた額(その額に1円未満

の端数があるときは、その端数を切り捨てた額)とする。

1時間につき

1時聞につき

高校生以下

基本料金

一般

1時間につき

あけみお

空調設備利

用加算

1時問につき

1回につき

1時間につき

1,000円

高校生以下

1時間につき

3,000円

30,000円

3,000円

2,800円

1時間につき

1,000円

1時間につき

100円

150円

1時間につき

500円

1,000円

を
「

を
「



スカイ

SKY ド

ム

一般

職業団体(興行等を含む。)

照明施設

放送施設

会議室

あけみお

スポーツ

コンベン

ションπ三

ンター

床面の3分の1又は3分の2を部分占用する場合の料金は、上記料

金にそれぞれ3分の1又は3分の2を乗じた額(その額に1円未満

の端数があるときは、その端数を切り捨てた額)とする。

1時間につき

トレーニング

室

基本料金

1時間につき

空調設備利

用加算

1時間につき

中学生・高校生

1回につき

3,000円

30,000円

1時間につき

1時問につき

一般

3,000円

多目的室1

一般(満衡歳以

上の者)

2,800円

1時間につき

1,000円

職業団体

多目的室2

1時間につき

100円

150円

1時間につき

市内

多目的室3

市外

1時間につき

市内

4,700円

1時間につき

市外

9,300円

市内

多目的室4

9,300円

市外

18,500円

空調設備

利用加算

1時間につき

4,700円

市内

9,300円

多目的室5

市外

認,600円

空調設備

利用加算

1時間につき

800円

1,500円

市内

市外

300円

空調設備

利用加算

1時問につき

800円

1,500円

市内

市外

300円

空調設備

利用加算

1,500円

1時間につき

3,000円

市内

市外

600円

空調設備

利用加算

800円

1,500円

市内

市外

300円

800円

1,500円

300円



多目的室備品

大浴場(サウナ

を含む。)

男・女

高校生以下

1点1時間に

つき

相撲場

に改め、同表備考に次の2項を加える。

6 この表において市内とは、次に掲げる者をいう。

田本市に住所を有する者又は本市に通勤若しくは通学する者

②本市に所在する法人又は団体

7 この表において市外とは、前項に規定する者以外の者をいう。
別表第6中

一般

大浴場(サウ

ナを含む。)

各1時間につ

き

一般(満肪歳以上

の者)

1,000円以内で規

則で定める額

大浴場(サウ

ナを含む。)

各1時間につ

き

市内

下袋児童公園

高校生以下

市外

一般

3,400円

大浴場(サウ

ナを含む。)

各1時間につ

き

市内

下袋児童公園

6,800円

に改め、同表を別表第7とし、別表第5を別表第6とし、別表第4の次に次の1表を加え
る。

別表第5 (第9条関係)

名護浦公園

市外

6,800円

1時間につき

市内

1時間につき

13,600円

市外

トレーニング室

3,如0円

6,800円

21世紀の森

名護市大東二丁目1707番4

500円

1,000円

大浴場(サウナを含む。)

区分

名護市大東二丁目1707番4

名護市宮里二丁目1番

中学生・高校生

一般

一般(満妬歳以上

の者)

1時間につき

高校生以下

単位

1時間につき

一般

1時間につき

市内

1回につき

料金

市外

市内

1回につき

市外

300円

市内

600円

市外

600円

1,200円

市内

市外

300円

市内

600円

市外

600円

1,100円

1,100円

2,100円

を
「



備考

1 使用時間に1時間未満の端数があるときは、当該端数を1時間とする。

2 使用料の額は、料金の額と、料金の額に消費税額及び消費税額に地方税法に規定

する地方消費税の税率を乗じて得た額を加えた額(その額に10円未満の端数がある

ときは、その端数を切り捨てた額)とする。

3 許可された時間を超えて使用したときは、その超過した時間に応じて使用料を徴

収する。

4 この表において市内とは、本市に住所を有する者又は本市に通勤若しくは通学す

る者をいう。

5 この表において市外とは、前項に規定する者以外の者をいう。

附則

(施行期日)

1 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第9条の改正規定及び第19条の改正規

定並びに別表第2の改正規定及び別表第5から別表第7までの改正規定は、令和9年1

月15日から施行する。

(準備行為)

2 あけみおスポーツコンベンションセンターの設置に係る手続その他の準備行為は、前

項ただし書に規定する施行の日前においても行うことができる。

一般(満妬歳以上

の者)

゛

1回につき 市内

市外

600円

1,100円



名護市学校給食センター設置条例の一部を改正する条例をここに公布する。

名護市条例第/'号
名護市学校給食センター設置条例の一部を改正する条例
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名護市学校給食センター設置条例の一部を改正する条例

名護市学校給食センター設置条例(昭和47年条例第噐号)の一部を次のように改正す

る。

第2条の表を次のように改める。

名護市名護第一学校給食センター

名護市東江学校給食センター

名護市屋部学校給食センター

附則

この条例は、令和8年8月1日から施行する。

名称

゛

名護市字辺野古690番地34

名護市大東二丁目4番2号

名護市字宇茂佐即4番地8

イ立置



名護市水道給水条例及び名護市下水道条例の一部を改正する条例をここに公布する。

名護市条例第/7号
名護市水道給水条例及び名護市下水道条例の一部を改正する条例~別紙

名護市長ル■ 少 五調
長印

日『月7四



名護市水道給水条例及び名護市下水道条例の一部を改正する条例

(名護市水道給水条例の一部改正)

第1条名護市水道給水条例(平成10年条例第1号)の一部を次のように改正する。

第7条第1項に次のただし書を加える。

ただし、災害その他非常の場合において、管理者が他の地方公共団体の長け也方公

営企業法(昭和27年法律第2兜号)第7条の規定により置かれた水道事業の管理者を

含む。以下この項及び次項において同じ。)又は他の地方公共団体の長が法第16条の

2第1項の指定をした者が給水装置工事を施行する必要があると認めるときは、この

限りでない。

第7条第2項中「事業者」の次に「又は他の地方公共団体の長若しくは他の地方公共

団体の長が法第16条の2第1項の指定をしたもの(以下「指定給水装置工事事業者等」

という。)」を加え、同項に次のただし書を加える。

ただし、災害その他非常の場合において、管理者が必要がないと認めるときは、こ

の限りでない。

第7条第3項中「第1項」を「第1項本文」に改める。

第9条第2項中「指定給水装置工事事業者」を「指定給水装置工事事業者等」に改め

る。

(名護市下水道条例の一部改正)

第2条名護市下水道条例(昭和弘年条例第10号)の一部を次のように改正する。

第6条第1項に次のただし書を加える。

ただし、災害その他非常の場合において、市長が必要がないと認めるときは、この

限りでない。

第7条に次のただし書を加える。

ただし、災害その他非常の場合において、市長が他の地方公共団体の長け也方公営

企業法(昭和肌年法律第2兜号)第7条の規定により置かれた下水道事業の管理者を

含む。)の指定を受けた者に工事を行わせる必要があると認めるときは、この限りで

ない。

附則

この条例は、公布の日から施行する。



名護市風致地区内における建築等の規制に関する条例施行規則の一部を改正する規則を

ここに公布する。

"9年"り"

名護市規則第22 号

名護市風致地区内における建築等の規制に関する条例施行規則の一部を改正する規則

~呂1絲氏

名護市長《1夕六 留
゛



名護市風致地区内における建築等の規制に関する条例施行規則の一部を

改正する規則

名護市風致地区内における建築等の規制に関する条例施行規則(平成16年規則第

8号)の一部を次のように改正する。

様式第1号、様式第7号及び様式第8号中「宅地造成等規制法」を「宅地造成及び

特定盛土等規制法」に改める。

附則

この規卸Ⅱネ、公布の日から施行する。

゛
▲



名護市職員の休暇に関する規則及び名護市会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関す

る規則の一部を改正する規則をここに公布する。

令和》年ι"ゞ0 0

亀

名護市規則第然念号
名護市職員の休暇に関する規則及び名護市会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に

関する規則の一部を改正する規則~別紙

名護市、ル・1_大,六>ど4二1、."L :'1 'tユ゛、,'

ー.亀、^^,,、



名護市職員の休暇に関する規則及び名護市会計年度任用職員の勤務時問、休暇等に

関する規則の一部を改正する規則

(名護市職員の休暇に関する規則の一部改正)

第1条名護市職員の休暇に関する規則(令和7年規則第舒号)の一部を次のように改正

する。

第9条第1項の表中「参老人」の次に「、被害者参加人」を加える。

(名護市会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部改正)

第2条名護市会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する規則(令和2年規則第6

号)の一部を次のように改正する。

別表第3中「参考人」の次に「、被害者参加人」を加える。

附則

この規則は、令和8年7月1日から施行する。

1



名護市訓令第5号

名護市公印に関する規程の一部を改正する規程を次のように定める。

令和8年7月10日

名護市公印に関する規程の一部を改正する規程~別紙

名護市長渡具知
、、"フー
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名護市公印に関する規程の一部を改正する規程

名護市公印に関する規程(1970年訓令第2号)の一部を次のように改正する。

第9条第1項第1号中「第16条」を「第19条」に改め、「規定する」の次に「方法により

作成された」を加える。

附則

この規程は、令和8年7月10日から施行する。

、



名護市告示第131号

名護市地域福祉基金運営委員会設置要綱を炊のように定める。

令和8年6月19日

名護市地域福祉基金運営委員会設置要綱~別紙

名護市長渡具知武 t恕
市武劃



名護市地域福祉基金運営委員会設置要綱の一部を改正する要綱

名護市地域福祉基金運営委員会設置要綱(令和2年3月18日告示第U号)の一部を次のように改正する。

0名護市地域福祉基金運営委員会設置要綱

(趣旨)

第1条~第3条略

(会長)

第4条会長は福祉部長をもって充てる。

(会議の招集)

第5条委員会は、会長が招集し、その議長となる。

(削除)

改正後

2 会長は、必要があると詔め亙ときは、委員以外の学識経験者又

は関係部署四課長笠の出席を求め、その意見を聞くことができる。

(庶務)

第6条・第7条略

別表

福祉部長

社会福祉課長

介護長寿課長

0名護市地域福祉基金運営委員会設置要綱

(趣旨)

第1条~第3条略

(会長及1Σ岳^)

第4条会長は福祉部長、副会長は社会福祉課長をもって充てる。

(会議の招集)

第5条委員会は、会長が招集し、その議長となる。

備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

改正前

2

ができない

3 委員金E墨yj.エ.、遭要のあるときは、委員以外の学識経験者又

は関係者の出席を求め、意見を聞くことができる。

(庶務)

第6条・第7条略

=△は 2 の lj>上の

別表

福祉部長

社会福祉課長

介護長寿課長

保査^
健康増^

財政課長
地域^

=の がなければー

その也

"を鋼

が壬冷又は
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事
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附則

この要綱は、告示日から施行する。

2/1



名護市告示第 132月

名護市新規炯人支援給付金給付要綱の全部を改正する要綱を次のように定める。

.

令羽_18年6月25日

名護市新規畑人支援給付金給付要綱の全部を改正する要綱~別紙

t,護市長渡具知武 名護
市長則



名護市新規畑人支援給付金給付要綱の全部を改正する要綱

名護市新規畑人支援給付金給付要綱(令和4年告示第2m号)の全部を改正する。
(趣旨)

第1条この要綱は、次世代を担う農業者となることを志向する経営開始直後の新規就農

者に対し、経営確立及び経営安定化のための給付金(以下「給付金」という。)を予算の

範囲内において給付するものとし、その給付に関しては、担い手育成・確保等対策事業

費補助金等交付要綱(平成12年4月1日付け12構改B第350号農林水産事務次官依命通

知)、新規就農者育成総合対策実施要綱(令和4年3月29日付け3経営第31収号農林水産

事務次官依命通知。以下「国実施要綱」という。)、新規就農者確保緊急対策実施要綱(令

和3年12月肋日付け3経営第1996号農林水産事務次官依命通知。以下「国緊急対策実施

要綱」という。)、新規就農者確保緊急円滑化対策実施要綱(令和5年桧月1日付け5

経営第2016号農林水産事務次官依命通知。以下「国緊急円滑化対策実施要綱」という。)、

補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律(昭和30年法律第179号)、補助金等に

係る予算の執行の適正化に関する法律施行令(昭和30年政令第2肪号)、農林畜水産業関

係補助金等交付規則(昭和31年農林省令第18号)、新規畑人資金支援事業補助金交付要綱

(令和4年4月1日付農営第124号)及び名護市補助金等の交付に関する規則(昭和66年

規則第8号)に定めるもののほか、この要綱に定めるところによる。

絲合付対象事業等)

第2条給付金の給付対象となる事業(以下「事業」という。)は、別表に定めるものとし、

その事業内容は国実施要綱別記2及び国緊急円滑化対策実施要綱別記1に基づくものと

する。

(青年等就農計画等の作成及び承認申i削

第3条給付金の給付を受けようとする者又は法人(以下「申請者」という。)は、農業経

営基盤強化促進法第14条の4第1項の規定による認定を受けた青年等就農計画に、経営

開始資金にあたっては国実施要綱別記2の第5の2の①の工の経営開始資金申請追加資
料を添付したもの、経営開始支援資金にあたっては国緊急円滑化対策実施要綱別記2の

第5の2の細の工の経営開始支援資金申請追加資料を添付したもの(以下、「青年等就農

計画等」という。)を作成し、青年等就農計画承認申請書(様式第1号)に添付し市長に
承認申請しなければならない。

あわせて、経営開始資金申請追加資料別添10又は経営開始支援資金申請追加資料別添10

「みどりチェック」チェックシート(以下、「チェックシート」という。)に記載された

環境負荷低減の各取組について、事業実施期間中に実施する旨をチェックした上で、市
長に提出する。

2 申請者は、青年等就農計画等の作成に当たっては、国実施要綱別記2の第6の2の山
及び国緊急円滑化対策実施要綱別記1の第6の2の①に規定する関係機関、関係者等か
ら助言並びに指導を受けることとする。

(青年等就農計画等の承ヨ勘

第4条市長は、前条の承認申請があった場合には、内容につぃて審査し、計画を承認す

べきものと認めた場合は、名護市新規畑人支援給付金給付事業に係る青年等就農計画等

承認通知書(様式第2号)により申請者に通知するものとする。

2 市長は、青年等就農計画等の審査に当たっては、必要に応じて国実施要綱別記2の第
7の2の②及び国緊急円滑化対策実施要綱別記1の第7の2の②に規定する関係機関や
関係者による面接等を実施するものとする。

(青年等就農計画等の変更)

第5条前条第1項の規定による承認を受けた者は、青年等就農計画等を変更しようとす

る場合は、第3条の規定に準じて青年等就農計画等変更承認申請書(様式第3号)によ

、



り計画の変更を申請する。ただし、追加の設備投資を要しない程度の経営面積の拡大や
品目ごとの経営面積の増減等の軽微な変更の場合は除く。
(青年等就農計画等の変更の承ミ副

第6条市長は、前条の規定による青年等就農計画等の変更申請があった場合について、
計画の変更を承認すべきと認めた場合は、第4条の規定に準じて青年等就農計画等変更
承認通知書(様式第4号)により申請者に通知するものとする。
(給付申請)

第7条第4条第1項の承認を受けた申請者は、毎年度市長が定める日までに名護市新規
畑人支援給付金給付申請書(様式第5号)に関係書類を添付して市長に提出しなければ
ならない。給付の申請は1か月分から1年分までの問で市長が定める単位として行い、
原則として、申請する給付対象期間の最初の日から1年に以内に行うものとする。

2 申請の対象は、国実施要綱別記2の第6の2の③又は国緊急円滑化対策実施要綱別記
1の第6の2の③に規定する年月日以降の農業経営とする。
(給付決定)

第8条市長は、前条第1項の規定による給付申請書の提出があったときは、審査のうえ、
給付金を給付すべきものと認めたときは、申請者に対し名護市新規畑人支援給付金給付
決定通知書(様式第6号)により通知するものとする。
(申請の取下げ)

第9条給付決定を受けた申請者(以下「給付対象者」という。)は、第7条第1項の給付
申請を取り下げようとするときは、前条の規定による給付決定の通知を受けた日から起
算して巧日以内に、取り下げる埋由を記載した名護市新規畑人支援給付金取下申出書(様
式第7号)を市長に提出しなければならない。

(債権譲渡等の禁止)

第 10 条給付対象者は、第8条第1項の規定による給付決定の通知によって生じる権利
及び義務の全部又は一部を、第三者に譲渡し、又は承継させてはならない。
(給付の停止)

第Ⅱ条市長は、給付対象者が国実施要綱別記2の第5の2の③又は国緊急円滑化対策
実施要綱別記1の第5の③に該当する場合は、給付金の給付を停止する。
絲合付の中止)

第 12 条給付対象者は、給付金の受給を中止する場合には中止届(国実施要綱別記2の
別紙様式第6号又は国緊急円滑化対策実施要綱別記1の別紙様式第6号。以下同じ。)を
市長に提出するものとする。

係合付の休止)

第 13 条給付対象者は、病気などのやむを得ない理由により就農を休止する場合は休止
届(国実施要綱別記2の別紙様式第7号又は国緊急円滑化対策実施要綱別記1の別紙
様式第7号。以下「休止届」という。)を市長に提出するものとする。ただし、休止期
間は原則1年以内とする。

2 休止届を提出した給付対象者が就農を再開する場合は経営再開届(国実施要綱別記
2の別紙様式第20号又は国緊急円滑化対策実施要綱別記1の別紙様式第20号。「以下
「経営再開届」という。」を市長に提出するものとする。

3 前号の規定にかかわらず、給付対象者が妊娠・出産又は災害により就農を休止する
場合は1度の妊娠・出産又は災害につき最長3年の休止期間を設けることができる。

また、その休止期間と同期間、給付期間を延長することができるものとし、経営再開
届と合わせて第5条の手続きに準じて青年等就農計画等の給付期間の変更を申請する。
ただし、国実施要綱別記2の第5の2の②のイ及び国緊急円滑化対策実施要綱別記1
の第5の2の②のイに規定する夫婦で農業経営を行う妻が妊娠・出産により就農を休
止する場合を除く。

(給付請求)

島



第 14 条給付対象者は、給付金の給付を受けようとする場合は、名護市新規畑人支援給

付金給付請求書(様式第8号)を市長に提出しなければならない。

(就農状況報告等)

第 15 条給付対象者は、給付期間中、毎年7月末及び1月末までにその迫前の6か月の

就農状況報告(国実施要綱別記2の別紙様式第9-1号又は国緊急円滑化対策実施要綱

別記1の別紙様式第9-1号。以下「就農状況報告」という。)を市長に提出しなけれ

ばならない。また、給付期間終了後5年間(第 17 条の手続を行い、就農を中断した場

合は、就農中断期間を除いて5年間とする。以下「就農継続期間」という。)は、毎年

7月末及び1月末までにその直近6か月の作業日誌(国実施要綱別記2の別紙様式第9

-1号-1又は国緊急円滑化対策実施要綱別記1の別紙様式第9-1号-1。以下「作

業日誌」という。)を市長に提出しなければならない。

2 給付対象者は、毎年1回、就農状況報告の際、原則、毎年1月末までの報告時)に、

チェックシートに記載された各取組について、前回のチェックシートの提出以降に実施

した旨をチェックした上で、チェックシートを市長に提出するものとする。

なお、チェックシートを提出した者から抽出して、農林水産省の職員が実際に環境負

荷低減の取組を実施したかどうか確認を行うこととする。

q主所等変更報告)

第 16 条給付対象者は、給付期間内及び就農継続期間に氏名、居住地や電話番号等を変

更した場合は、変更後1か月以内に住所等変更届(国実施要綱別記2の別紙様式第松

号又は国緊急円滑化対策実施要綱別記1の別紙様式第 12号)を市長に提出するものと

する。

(就農中断報告等)

第 17 条給付対象者は、就農継続期間にやむを得ない理由により就農を中断する場合

は、中断後1か月以内までに就農中断届(国実施要綱別記2の別紙様式第15号又は国

緊急円滑化対策実施要綱別記1の別紙様式第15号。以下、「就農中断届」という。)を

市長に提出する。ただし、就農中断期間は就農を中断した日から原則1年以内とし、

就農を再開する場合は就農再開届(国実施要綱別記2の別紙様式第16号又は国緊急円

滑化対策実施要綱別記1の様式第16号)を市長に提出するものとする。

2 市長は、前項の規定に墓づき給付対象者から就農中断届の提出があり、その内容が

やむを得ないと認められる場合、名護市新規畑人支援給付金給付事業就農中断承認通

知書(様式第9号)により、就農の中断を承認するものとする。

3 市長は就農中断届の提出のあった給付対象者の就農再開に向けた取組状況を適宜確

認し、就農再開に向けたフォローアップを行うものとする。

(離農報告)

第 18 条給付対象者は、就農継続期間中に農業経営を中止し、離農した場合は、離農

後1か月以内に離農届(国実施要綱別記2の別紙様式第21号又は国緊急円滑化対策実

施要綱別記1の別紙様式第21号)を市長に提出するものとする。

(就農期間中の確i潤

第 W 条市長は、第15条の規定に基づく就農状況報告を受けた際は、サポートチーム

(国実施要綱別記2の第7の2の⑪又は国緊急円滑化対策実施要綱別記1の第7の2

の⑪に規定するサポートチーム。以下同じ。)と協力し、国実施要綱別記2又は国緊

急円滑化対策実施要綱別記1に定める「交付対象者の老え方」を満たしているかどう

か実施状況を確認し、必要な場合はサポートチームと連携して適切な助言及び指導を

行うものとする。なお、就農状況報告の確認、助言及び指導は就農状況確認チェック

リスト(国実施要綱別記2の別紙様式第17号又は国緊急円滑化対策実施要綱別記1の

別紙様式第17号。以下「就農状況チェックリスト」という。)を用いて、給付対象者

の状況に応じた効果的な方法で実施するものとする。

告



2 市長は、前項の規定に加え、サポートチームと恊力して給付対象者の経営状況の把
握に努めることとし、交付期間中、必ず年1回は国実施要綱別記1の第7の2の⑤の
イの(ア)から(ウ)又は国緊急円滑化対策実施要綱別記1の第7の2の⑤のイの(ア)

から(ウ)までの方法により、就農状況チェックリストを用いて、経営状況と課題を
給付対象者とともに確認し、青年等就農計画の達成に向けて経営改善等が必要な場合
は、適切な助言及び指導を行うものとする。

(返還)

第却 給付金の返還については、国実施要綱別記2の第5の2の④又は国緊急円滑
化対策実施要綱別記1の第5の2の④で定めるところによる。

2 給付対象者は、国実施要綱別記2の第5の2の④のただし書き又は国緊急円滑化対
策実施要綱別記1の第5の2の④のただし書きで定める病気や災害等のやむを得ない
事情に該当する場合は、返還免除申請書(国実施要綱別記2の別紙様式第18号又は国
緊急円滑化対策実施要綱別記1の別紙様式第18号)を市長に提出し、承認を受けなけ
ればならない。

3 市長は、国実施要綱別記2の第5の2の④のただし書き及び国緊急円滑化対策実施
要綱別記1の第5の2の④のただし書きのやむを得ない事情として前項の申請を認め
る場合においては、名護市新規畑人支援給付金返還免除承認通知書(様式第10号)に
より通知し、返還を免除することができる。

(申請窓口)

第討条給付対象者は、地域計画(農業経営基盤強化促進法(昭和肪年法律第飾号。
以下「基盤強化法」という。)第19条に規定する地域計画をいう。)のうち目標地図(基
盤強化法第19条第3項の地図をいう。以下同じ。)に位置づけられている、若しくは位
置づけられることが確実と見込まれている目標地図の策定市町村を申請窓口の基本と
する。

(給付金の経理等)

第羽条給付対象者は、給付金を含む自身の農業経営における経営収支を自らの名義の
通帳及び帳簿で適切に管理し、市長から提出を求められたときは、これらを速やかに
提出しなければならない。

(協力事項)

第器条給付対象者及び給付対象者であった者は、市長から以下の依頼がある場合には、
積極的に協力するものとする。

給付対象者及び給付対象者であった者の圃場視察①

② 第19条第1項又は第2項のサポートチーム活動

絲創寸情報の登録)

第N 市長は、青年等就農計画等や第7条に規定する給付申請書等の提出があった場

テータベースに給付情報等を速やかに登録するものとする。
メ△、
ロ、

(その他)

第 25 条国実施要綱別記2の第5の2の①のセ及び国緊急円滑化対策実施要綱別記1の
第5の2の住)のセに該当する者は、営農実施申請書(国実施要綱別記2の別紙様式第29
号又は国緊急円滑化対策実施要綱別記1の別紙様式第29号。以下、「営農実施申請書」と
いう。)を市長に提出する。

2 市長は、営農実施申請書の提出を受けたときは、営農実施申請承認通知書(様式第Ⅱ
号)を通知するものとし、予算の範囲内で承認する。

3 前項の承認を受けた給付対象者は、国実施要綱別記2の第6の2の①から⑦及び国緊
急円滑化対策実施要綱別記1の第6の2の山から⑦までの規定に基づき手統きを行うこ
ととする。

4 市長は、前項の承認を受けたものについては、国実施要綱別記2の第7の2の①から
⑧まで及び⑩及び国緊急円滑化対策実施要綱別記1の第7の2の住)から⑧まで及び

.



⑩の規定に基づき手続きを行うこととする。

(補則)

この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に定める。第 26 条

則(令和8年告示第132号)附

この要綱は、告示の日から施行し、令和8年4月7日から適用する。

別表(第2条関係)

区分

名護市新規

畑人支援給

付金

憾

対象事業

経営開始資金

給付対象者

国実施要綱

別記2第5

の2の①

に定める要

件を満たす

者

経営開始支援

資金

給付対象経費

国実施要綱別記

2に基づいて行

う事業に要する

経費

国緊急円滑

化対策実施

要綱別記1

第5の2の

a)に定め

る要件を満

たす者

給付金の額

国実施要綱

別記2第5
の2の2の

(2)に基

づく額

国緊急円滑化対

策実施要綱別記

1に基づいて行

う事業に要する

経費

給付対象期間

国実施要綱別

記2第5の2

の2の(2)

に基づく期間

国緊急円滑

化対策実施

要綱別記1

第5の2の

2の(2)

に基づく額

国緊急円滑化

対策実施要綱

別記1第5の

2 の 2 の( 2)

に基づく期間



名護市告示第n3号

名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金交付要綱を次のように定める。

'

令和8年6月25日

名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金交付要綱~別紙

名護市長渡具知 正"1翻R叉1.1
1'汁元乃塀、 11,フ、,人



名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金交付要綱

(趣旨)

第1条この要綱は、有害鳥獣の捕獲等に従事しようとする者が、鳥獣の保護及び管理並
びに狩猟の適正化に関する法律(平成H年法律第部号)第39条第2項に規定する第一種
銃猟免許、第二種銃猟免許、わな猟免許及び網猟免許(以下「狩猟免許J という。)を
新規に取得する場合において、その免許の取得に要する経費を補助することにより、農
林産物等への被害の減少を図ることを目的とし、予算の範囲内において名護市狩猟免許
新規取得支援事業補助金(以下「補助金」という。)を交付するととに関し、名護市補
助金等の交付に関する規則(昭和56年規則第8号。以下「規則」という。)に定めるも
ののほか、必要な事項を定めるものとする。
(補助対象者)

第2条補助金の交付を受けることができる者(以下「補助対象者」という。)は、次に
掲げる全ての条件を満たt者とする。
①本市に住所を有する者

②交付申請を行った年度において新たに狩猟免許の全部又は一部を取得した者
③市の求めに応じて有害鳥獣の捕獲等に従事することを誓約できる者
④市税の滞納が無い者

(補助金対象経費及び補助金の額)

第3条補助金の対象となる経費は、次に掲げる費用とし、補助金の額は、 1人にっき2
万円を上限とする。ただし、補助金の額に1,000円未満の端数が生じたときは、これを切
り捨てるものとする。

①狩猟免許取得に係る経費

②狩猟免許初心者講習会の受講料
③狩猟免許試験受験申請料

④狩猟者登録申請手数料

(補助金の交付申ヨ剤

第4条補助金の交付を受けようとする者は、名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金交
付申請書(様式第1号。以下「申請書」という。)に次の各号に掲げる書類を添付し、
市長に提出しなければならない。
①補助金対象経費の領収書の写し

②狩猟免状の写し

③市の求めに応じて有害鳥獣の捕獲等に従事することの誓約書
④市税を滞納していないことを証明する書類
⑤住民票抄本伸請者本人のもの)

⑥その他市長が必要と認める書類
(補助金の交付決定及び確定)

第5条市長は、前条の申請書の提出があったときは、その内容を審査し、適当と認める
ときは、補助金の交付を決定し、及び確定し、名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金
交付決定兼確定通知書(様式第2号)により当該申請者に通知するものとする。
(補助金の請求)

第6条前条の規定により補助金の交付決定兼確定通知を受けた者は、名護市狩猟免許新
規取得支援事業補助金請求書(様式第3号)を市長に提出しなけれぱならない。
(補助金の交付)

智1

令和8年6月25日

告示第133号



第7条市長は、前条の規定による請求書を受理した場合は、補助金を交付するものとす
る。

(交付決定の取消し)

第8条市長は、補助金の交付決定を受けた者が偽りの申請その他不正な手段により交付
決定を受けたと認めたときは、交付決定を取り消すものとする。
(補助金の返還)

第9条市長は、前条の規定により交付決定を取り消したときは、支払った補助金の全部
又は一部を返還させるこどができる。
(補助事業者の責務)

第10条補助事業者は、鳥獣の捕獲活動に当たって、危険及び損害の防止に努めなければ
ならない。

(補則)

第Ⅱ条この要綱に定めるもののほか、必要な事項は市長が別で定める。
附則

この要綱は、告示の日から施行する。

、j



様式第1号(第4条関係)

名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金交付申請書

名護市長殿

住所名護市

氏名 印

連絡先

年月 日に新たに狩猟免許を取得したので、名護市狩猟免許新規取得支援

事業補助金交付要綱第4条の規定に基づき、下記のとおり補助金を交付されるよう関係書
類を添えて申請します。

、

1 補助申請額

2 狩猟免許の種類(受験した免許を0で囲む。複数可)

第一種銃猟免許 第二種銃猟免許 わな猟免許

補助対象経費

金

3

年

a)狩猟免許初心者講習会受講料

②狩猟者免許試験受験申請料

記

月

(3)狩猟者登録申請手数料

補助金対象経費

4 添付書類

取得した狩猟免状の写し

補助金対象経費の領収書の写し2

有害鳥獣の捕獲等に従事することの誓約書

市税を滞納していないことを証明する書類4

住民票抄本(申請者本人のもの)5

その他市長が必要と認める書類6

備考

1 補助対象経費には、消費税及び地方消費税相当額を含まないものとする。
2 補助対象経費に該当する経費であっても、本市の他の補助金、国庫補助金等本市以

外の他の補助金・助成金等の適用を受けた場合、補助対象外とする。

日

円計

網猟免許

金額

円

円

円

合



(呂1絲氏)

名護市長殿

、

私は、名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金を申請するにあたって、関係法令を遵守

し、名護市内で率先して有害鳥獣の捕獲活動に従事することを誓約します。

年

住所

氏名

約

月

名護市

日

印

書誓



様式2号(第5条関係)

名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金交付決定兼確定通知書

名

、

殿

年月日付で申請のあった補助金の交付について、名護市狩猟免許新規取

得支援事業補助金交付要綱第5条の規定に基づき、下記のとおり交付することに決定し、

及び確定したので通知します。

1 交付決定兼確定額

2 決定に際しての指示又は条件

補助事業者は、名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金交付要綱に従わなければならな
し、

年

名護市長

3 その他

①補助事業者は、偽りの申請その他不正な手段により交付決定を受けたと認められる

ときは、交付決定を取り消す。

②交付決定が取り消され、すでに補助金が交付されているときは、市長が定める期限

までに返還するものとする。

金

記

印

,

号
日

第
月



、

様式第3号(第6条関係)

名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金請求書

名護市長殿

普通当座その他

年月日付け名 第 号で交付兼確定決定の通知があった名護

市狩猟免許新規取得支援事業補助金にっいて、名護市狩猟免許新規取得支援事業補助金交
付要綱第6条の規定により下記のとおり請求します。

1 請求額

2

住所

氏名

振込先

年

金

月

金融機関名

日

記

銀行

農業協同組合

口座番号

※口座番号は「右詰め」でご記入ください。

印

支店名

フりガナ

支店

支所

氏名

口座名義人

種別



繊鄭翫釦ゞ丘

下記督促状の送達を受けるべき者の住所、居所、事務所及び事業所がともに不明、又は外国において送達が困難であるため、地方税

法第20条の2の規定により告示します。

なお、公示送達する書類は、市長(国民健康保険課)が保管していますので、申し出があれぱいつでも送達を受けるべき方に交付し

ます。

r

令和8年7月2日

納税通知書番号

公

^

1227980

類

送

0)

督促状

名称

達

税

国民健康保険税

目

(注意)地方税法第20条の2第3項の規定に基づき、掲示を始めた日から起算して7日寺経過したときは、書類の送達が島ったものとみなされま寸。

税額

年

令和7年度

度

名護市長渡具知武豊

期

第5~8期

別

ト゛

納

・ 11

ι_1 ゛ L_三t_"'

美 務

仲地功太

者

ν1

」

税

書

志

J
 
1
 
"

」
ト

一
一

示



名護市告示第 1:扮号

地方蜜治泓K昭和22年,法律第67号)第219条第2項の堺定に基づき、令利8年・6月11日招集
の第2器回名護市議会定例会において議決を経た下記予算の要領を別紙のとおり公表寸る。

令和8年7月3日

令和8午度名護市一般会計補正予算(第1号)

名護市長

記

※なお、原本娚嘱田にっいては、財政課に備えてあります。

渡具知
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名護市告示第 137

地方自治法(昭和2才甲法律第67号)第219条第2項の規定に基づき、令チ鵬年6月Ⅱ日招集
の第2器回宏,護市議会定例会において議決を経た下記予算の要領を別紙のとおり公表する。

1τ 1

フラ

令和8仟汀月3日

令和8年度名護市介護保険特別会計補正予算(第1号)

名護市長

記

※なお、原本拐1俳氏)にっいては、財政課に備えてあります。

渡具知武豊
1、1

、

1

、」

L

ノ

,.

1



名14庁片〒fR鮮1 138

地方白治法(昭和22年法律芽玲7号所地19条第2項の規定1'こ基づき、令和別甲6月Ⅱ日拓集
の第223回名誰市議会定例会において議決を経た、ド記予算の要領を別紙のとおり公表する。

1で1

、1ラ

令和8年7岡3日

令和8年度名護市一般会計補正予算(第2号)

記

※なお、原本拐嚇田については、財政課に備えてあります。

渡具知 1
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名護市告示第139号

令和8年第316回名護市議会臨時会を、次のとおり招集する。

令和8年7月6日

¥

1期日 令和8年7月13日

2 場所 名護市議会議事堂

3 付議事件

住)土地の取得について(羽地地域交流拠点施設整備事業用地)

②人権擁護委員候補者の推薦について

,

名護市長渡具知 武豊
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名護市告示第H0号

名護市子牛生産育成事業補助金交付要綱の一部を改正tる要綱を次のように定める。

.

令和8年7月6日

、、、ー
.

名護市子牛生産育成事業補助金交付要綱の一部を改正する要綱~別紙

I A・.,・、、..,',

.',、六r-";.・・、;ー、;

ー、".」一了一'
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名護市子牛生産育成事業補助金交付要綱の一部を改正する要綱

名護市子牛生産育成事業補助金交付要綱(平成26年告示第認号)の一部を次のように改正する。

第1条略

(補助金の額)

第2条子牛生産育成事業に対する補助金の額は、登記した

生産子牛1頭につき2Ω四四巴以内とする。

以下略

備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附則

(施行期田

1 との要綱は、告示の日から施行する。

(物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金による特例措置)

2 この要綱の施行の日から令和9年3月15日までの補助金の額は、改正後の第2条に規定する補助金の額に、物価高騰対

応重点支援地方創生臨時交付金による特例措置として、10,000円を加算した額とする。

3 前項に規定する補助金の額を交付決定する場合は、様式第2号中「円」とあるのは、「円(名護市子牛生産育成事業補

助金交付要綱の一部を改正する要綱(令和8年告示第140号)附則第2項の規定による1頭につき10,000円の加算分を含

む。)」と読み替えるものとする。

4 令和8年4月1日からこの要綱の施行の日前までに交付決定を受けた補助金については、第2項の規定を適用し、既に

交付した補助金との差額を追加交付することができる。

新

第1条略

(補助金の額)

第2条子牛生産育成事業に対する補助金の額は、登記した

生産子牛1頭につきι昌旦Ω旦巴以内とする

以下略

旧



名護市告示第N1号

名護市漁業再生支援事業補助金交付要綱の一部を改正する要綱を次のように定める。

令和8年7月8日

名護市漁業再生支援事業補助金交付要綱の一部を改正する要綱~別紙

名護市長
、炉一.X、'

、'11、罵fl、
渡具知



名護市漁業再生支援事業補助金交付要綱の一部を改正する要綱

名護市漁業再生支援事業補助金交付要綱(平成18年告示第82-2号)の一部を次のように改正する。

(趣旨)

第1条市長は、賢場・の生産メの
U、

f

ナを支子司、7 こ■により

1坐

地九'の樫
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ノ
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tる

助金をナ

交付に関tる規則(昭和56年規則第8号。以下「規則」という。)に

定めるもののほか、この要綱の定めるところによる。

(事業対象者)

第2条事業の対象者は、次に掲げる団体とする。
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②その他市長が適当と認める団体

(対象行為、経費及び補助率)

第3条補助金の父丘里宝t墨となる丘釜及び当該廷塗に要,、る経費及

び補助率は、炊のとおりとする。
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第4条及び第5条略

(事業内容及び経費の配分の変更)

第6条略

2 前項に規定する軽微な変更は、呂旦太篁」しのとおりとする。
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②その他市長が適当と認める団体

(対象行為、経費及び補助率)

第3条補助金の玄捌■墨となる聖茎及び当該杢差に要する経費及び

補助率は、次のとおりとする。
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2 前項に規定する軽微な変更は、晏旦立笙上のとおりとする。
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(事業計画の変更の承認)

第7条略

2 前項の場合において、市長は、沖縄県知事より計画の変更の承認を

得た場合は、漁業再生支援事業補助金変更承認書(様式第4号)によ

りι茎1立聖差煮に通知するものとする。

第8条略

(墜丘些^)

第9条窪丘聖釜晝は、補助事業の遂行について、補助金の交付のあっ

た年声のf 四"、1 -斗四'しを余、)の、日銅土において漁業再

改正後

生支援事業補助金遂行状況報告書(様式第6号)を作成し、笙丑旦嘘

甘の品治月の翌'7Uまでに市長に提出しなけれぱならない。ただ

亙上ι1上1^

第10条略

(補助金の確定通知)

第Ⅱ条市長は、前条の実績報告書を受理したときは、当該実績報告書

等の書類の審査及び必要に応じて現地調査等を行い、その報告に係

る補助事業の実施結果が補助金等の交付決定の内容(第6条に基づく

承認をした場合は、その承認された内容)及びこれに付した条件に適

合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、漁業再生支

援事業補助金確定通知書(様式第8号)により至位圭茎査に通知する。

筒厶註求聿を

(事業計画の変更の承認)

第7条略

2 前項の場合において、市長は、沖縄県知事より計画の変更の承認を

得た場合は、漁業再生支援事業補助金変更承認書(様式第4号)によ

り抽助臺ま望きに通知するものとする。

第8条略

(塾丘^)

第9条盆助聖釜盡は、補助事業の遂行について、補助金の交付のあっ

つて

改正別

た年度の12

告書(様式第6号)を作成L、

しなければならない。

31

第10条略

(補助金の確定通知)

第Ⅱ条市長は、前条の実績報告書を受理したときは、当該実績報告書

等の書類の審査及び必要に応じて現地調査等を行い、その報告に係

る補助事業の実施結果が補助金等の交付決定の内容(第6条に基dく

承認をした場合は、その承認された内容)及びこれに付Lた条件に適

合すると認めたときは、交付すべき補助金の額を確定し、漁業再生支

援事業補助金確定通知書(様式第8号)により主腔庄釜煮に通知する。

劃土において漁業再生支援事業補助金遂行状況報
J- 1守の 1月10日までに市長に提出

ることがで正司ーリ.'・永、L
、

一tこ」 こ



2 市長は、至上t至茎宣に交付すべき補助金の額を確定した場合におい

て、既にその額を超える補助金が交付されているときは、その超える

部分の補助金の返還を兪ずるものとする。

3 前項に規定する補助金の返還期限は、当該命令のなされた日から2

0日以内(ただし、交士t聖茎盡が、当該補助金の返還のための予算措

置につき議会の承認を北、要とする場合で、かつ、当該期限により難い

場合には、補助金の額の確定の通知の日から90日以内で市長が定める

日以内とするごとができる。)とし、期限内に納付がない場合は、未

納に係る金額に対して、その未納に係る期間に応じて年利10.鮖%の

割合で計算した延滞金を徴するものとする。

(決定の取消し)

第12条略

①宝士t杢韮宣が、法令、本要綱又は法令若しくは本要綱に基づく市

長の処分若しくは指示に違反した場合

②父世生宝宣が、補助金を補助事業以外の用途に使用した場合

③至位聖共盡が、補助事業に関して不正、怠慢、その他不適当な行

為をした場合

④略

2~4 略

第W条及び第H条略

改正後

2 市長は、佳璽連茎宣に交付すべき補助金の額を確定した場合におい

て、既にその額を超える補助金が交付されているときは、その超える

部分の補助金の返還を命ずるものとする。

3 前項に規定する補助金の返還期限は、当該命令のなされた日から2

0日以内(ただし、柚助臺栄宣が、当該補助金の返還のための予算措

置にっき議会の承認を必要とする場合で、かつ、当該期限にとり難い

場合には、補助金の額の確定の通知の日から90日以内で市長が定める

日以内とするこ主ができる。)とし、期限内に納付がない場合は、未

納に係る金額に対して、その未納に係る期間に応じて年利10.95%の

割合で計算した延滞金を徴するものとする。

(決定の取消し)

第12条略

住)盆助生滋者が、法令、本要綱又は法令若しくは本要綱に基づく市

長の処分若しくは指示に違反した場合

②金助圭茎煮が、補助金を補助事業以外の用途に使用した場合

B)誼助臺茎晝が、補助事業に関して不正、怠慢、その他不適当な行

為をした場合

剛略

2~4 略

第玲条及び第H条略

己女j匠月」」
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備考改正箇所は、下線が引かれた部分である。

附則

この要綱は、告示の日から施行する。



別紙(第7条関係)

名護市公告第 29

令和 8 午 6

名護市公募型指名翁争入札の実施について

地方白治法(昭和22年法律第67号)第234条第1項及び名護市公募型指名競争入札実施要綱
(平成24午告示第106号)に基づき、公募型指名競争入札を実施tるため、次のとおり公告しま
司、。

号

月訟日

^

入札に付する事項

工事名

2 工事の種類

3 施工場所

4 工期

宮里大南線(宮里区間)道路改良工事(その3)

概要

6

士木一式t事

入札日時

7

名護市宮里地内

入札場所

8

契約締結Eの翌日(又は契約締結田~令和8午10月30日

予定価格

(消費税込み)

名護市長渡具知

9

道路改良工事一式

最低制限価格

10

令和8午7月8日(水)午前9時30分

入札保証金

Ⅱ

第2会議室

契約保証金

12 申請書提出期限

4,741,000円

玲

設定する

工事内容に関する
質問締翊日

14

免除

質問に対する回答

契約額の10分の1以上。ただし、金融機関又は保証事業会社の保証
をもって契約保証金の納付に代えることができる。

15 指名通知ヨ

16

令和8年6月30日(火)正午

その他

令和8年7月3日(金)正午

17 担当課

令和8年7月3日(金)

令和8年7月2日(木)

週 2日三行工

※本工事は週休2日の取り組みを推進tるための試行工事である。詳
細は特記様書参照のこと。

入札関係
工事関係

名護市工事契約検査課
都市計画課

i
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2 入札参加資格要件 ^

次に掲げる事項の全てを満たしていなけれぱなりません。
名護市内に本店を有する者であること。

建設業法第3条第1項の規定による建設業の許可を受けていること。

名護市の士木一式工事g録区塗旦盤に登録されている者であること。
心、

゛立'

^

地方自治法施行令第167条の4 (一般競争入札の参加者の資格)に規定する者に該当し
ない者であること。

下記の資格を有する技術者を配置でき、また、当該技術者と3力月以上の雇用関係があ
ること。

「建設業法に基づく主任技術者となり得る国家資格取得者(1級・2級士木施工管理技
士、1級・2級建設機械施工管理技士または技術士)」

入札日までの間に、名護市指名停止等事務処理要綱に規定する指名停止の措置を受けて
いない者であること。

名護市指名停止等事務処理要綱による警告等を受けた者であって、当該警告等に基づき
要求された内容を履行中の者その他名護市建設工事等請負業者選定委員会において指名を
見合わせることが決定された者でないこと。
入札参加資格に基づく改善要求を受けた者であって、当該要求内容が改善されていない
者でないこと。

入札日において有効な総合評定値通知書(いわゆる経審)を受けている者であること。

会社更生法(平成14年法律第154号)に基づく更正手続又は民事再生法平成Ⅱ年法律第
225号)に基づく再生手続中の者でないこと。

公告日の3力月前から入札日までの間に不渡り等を生じていない者(前号に該当するも
のを除く。)であること。

入札までにおいて、法令・条例等に違反したことにより行政機関等から行政処
分、行政指導等が行われている工事等に施工業者としてかかわっている者でないこと。

本案件は士木一式工事C級業者に対し令和8年6月5日付け公告を行ったが、入札参加申請
業者が入札執行可能規定数に達しなかったため入札不調となったものである。そのため、
前回公告時に入札参加申請を行0た、士木一式工事C級業者1者及び受注済みの業者並び
に土木一式工事B級全業者(受注済業者を含む)を対象として再度公告する。本案件を受注
しても士木一式工事B級の落札制限の対象としない。

心、

、

2

■^■

M

心、

Cb

3 配布資料

名護市公募型指名競争入札の実施にっいて(公告文)

公募型指名競争入札参加申請書

入札心得

入札書

質問書

特記仕様書

図面

数量計算書

注意事項(再度入札について)

名護市入札における最低制限価格に関する要綱

最低制限価格設定例

資本関係等のある資格者同士の入札について

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫



'

4 提出書類

次に掲げる書類を令和8年6月30日正午までに工事契約検査課へ提出してください。当該期限を
過ぎて提出のあった者については受付を行いません。

①公募型指名競争入札参加申請書(様式第3号)

②配置予定技術者に手持工事が有る場合は、 CORINSの工事カルテ受領書及び受注時
又は変更時工事カルテの写し(CORINS登録していない場合は、契約書の写し)

③配置予定技術者に係る書類

①配置予定技術者の雇用確認ができる書類

②資格者証の写し

③営業所技術者等証明書(建設業法施行規則(昭和24年建設省令第H号)様式第8号)の写
し

5 指名通知予定日

上記4の書類を提出後、入札参加資格要件を満たすものについては令和8年7月2日(木)に指名
通知を、入札参加資格要件を満たさない者については、その理由を付した非指名通知書を送付し
ます。

3

6

入札後、落札候補者の順位を決定し、当該落札候補者の提出書類を確認します。
当該落札候補者の提出した書類が上記2に掲げる入札参加資格要件を欠いた場合又は書類に虚偽
の記載を行っていると判断した場合は、当該落札候補者を失格とし、次の順位の者の提出書類を
確認します。
入札参加資格要件審査通知書を受けた者のうち、不服のある者については、説明の申し立てを
市長に対して行うことができます。説明の申し立てを行う者は、指定する日までに書面(任意)
により、担当課まで提出してください。

落札者の決定に関する事項



ユ§告第30号

名護市こども・若者計画(仮ネ羽策定基礎調査業務委託に係るプロポーザル

の実施にっいて

令和8年6月25E

名護市こども・若者計画(仮称)策定基礎調杏業務委託に係るプロポーザル

実施要項~別紙
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名護市こども・若者計画 q反称)策定基礎調査業務委託に係るプロポーザル実施要項

1 目的

名護市こども・若者計画(仮称)策定基礎調査業務(以下「本業務」という。)は、 2023

年(令和5年) 4月に施行されたこども基本法第10条2項に基づき、こども施策に関する

事項を一体的に定める「名護市こども・若者計画(仮称)」の策定に当たり、子ども、若者、

子育て世代への二ーズ調査・アンケート調査により子ども・若者を取り巻く環境の実態、子

育て世帯の状況及び需要を把握するとともにその課題を分析するための基礎調査、会議等

の運営支援、策定基礎調査に係る全般的な支援を目的とする。

策定にあたっては、国の「こども大綱」及び沖縄県こども・若者計画(未来のおきなわっ

こプラン)の内容を勘案して作成する。

2 包含する計画等

名護市こども・若者計画(仮称)は、現行の「第3期名護市子ども・子育て支援事業計

画」の内容(②)に加え、新たに次の①、③、④、⑤、⑥の計画を包含して策定するもの

である。

①市町村こども計画にども基本法第10条に規定)

②市町村子ども・子育て支援事業計画(子ども・子育て支援法第61条に規定)

③市町村子ども・若者計画(子ども・若者育成支援推進法第9条第2項に規定)

④市町村におけるこどもの貧困対策計画にどもの貧困の解消に恂けた対策の推進に関

tる法律第9条に規定)

⑤ひとり親家庭等自立促進計画(母子及び父子並びに寡婦福祉法第12条に規定)

⑥少子化社会対策基本法に規定tる少子化社会対策大綱の内容を位置付けた計画

この要項は、本業務の委託事業者を公募型プロポーザル方式により選定するため、その

応募手続等について、必要な事項を定める。

'

3 本業務概要

業務委託名:名護市こども・若者計画(仮称)策定基礎調査業務委託

履行期間:契約締結の日から令和9午3月23日まで

履行場所:名護市全域

委託料上限額:6,265,000円(税込み価格)

※委託料上限額は、企画提案のための上限として設定しているもので

あり、契約金額ではない。

※見積額が委託料上限額を上回る場合は、プロポーザル審査の対象外

とする。

※委託料上限額は令和8年度6月議会における補正予算の可決を前提

としています。そのため、市議会において当該予算案が否決された

場合は、要項を見直しの上、再公告となります。

本業務内容:卿排氏仕様書によるものとする。

4 参加資格

参加資格を有する者は、次に掲げる要件の全てに該当する者(共同企業体の場合は、

構成員全員。ただし、(フ)については代表企業が該当する場合は参加資格を有するもの

とみなす。)とする。なお、企画提案書類提出後においても、資格要件を満たさなくな

つた場合は、当該参加者の参加資格を取り消すこととする。



①地方自治法施行令(昭和22午政令第16号)第167条の4の規定に該当する者

ではないこと。

②会社更生法(平成14年法律第154号)又は民事再生法(平成Ⅱ年法律第225

号)等に基づく再生又は再生手続等を行っていないこと。

(3)宗教活動や政治活動を主たる目的とする者ではないこと。

④暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第77号)第2

条第2号に規定する暴力団及びそれらの利益となる活動を行う者ではないこと。

⑤名護市指名停止等事務処理要綱(平成20年告示第蛤号)に基づく指名停止措

置を契約予定日までの間、受けていない者であること。

⑥個人又は法人及びその法人の代表者が、国税、沖縄県の法人事業税及び名護市

税(①市民税(特別徴収・普通徴収)②法人市民税③固定資産税)を滞納していな

いこと。

⑦過去3年以内に他の自治体において同種又は類似の業務を完了(完了見込みを

含む。)した実績があること。

⑧共同企業体に係る留意点

①共同企業体とは、名護市こども・若者計画(仮称)策定基礎調査業務委託共同企

業体協定書(以下「協定書」という。)に基づき、本業務をその構成員が共同で

行うものとする。

②共同企業体として申請する場合は、参加表明書と一緒に協定書を提出し、記載

された事項を、構成員相互で遵守し、本業務を適正に履行すること。

③申請代表者を定めること。(上記提出書類と一緒に共同企業体構成員の当該企業

体を代表する法人への申請手続に係る委任状【任意様式】を構成員ごとに提出

するとと。)

④同時に複数のグループの構成員になることはできないものとする。

⑤単独で申請する者は、本募集において他の共同企業体の構成員になるととはで

きないものとする。

゛

5 プロポーザルに関する手続

a)スケジニーノレ表

※現時点において想定tるスケジュールは次のとおりであるが、多少前後する場合が

ある。

^痕^."1^^
案件公表(公告)

参加表明書の提出期間

参加資格確認結果通知及びプロポーザル企

画提案書類提出要請書の交付

質問書の提出期間

質問の回答公表日

企画書類の提出期限

プレゼンテーション及びヒアリングの実施

結果通知

契約予定時期

^1戯11顎間熊^瓣
令和8年6月25日(木)

令和8年6月

~ 7月10日

令和8年7月14日(火)

令和8年6月25日(木)

~7月3U (金)正午必着

25日(木)

(金)午後5時必着

令和8年7月8日(水)

令和8年7月17日(金)午後5時必着

令和8年7月28日(火)予定※

令和8年8月5日(水)頃見込み

令和8年8月12日 0拘頃見込み



※応募企業数等の状況により、プレゼンテーション及びヒアリングを2日間に分けて行うこ

とを想定し、令和8年7月29日(水)を予備日とする。

※上記に加え、プレゼンテーション及びヒアリング実施日に天候等の理由により、延期せざ

るを得ない場合が発生することを想定し、令和8年8月12日 OM 及び同 13日(木)を

予備日とする。

②提出書類等

①参加表明書及び誓約書 1様式 1】

②会社概要表 【様式2】

③業務執行体制表 【様式3】

④業務実績表 【様式り

⑤企画提案提出書 【様式5】

⑥企画提案帯 【任意様式】

⑦参考見積書 【任意様式】

⑧スケジュール表又は工程表 【任意様式】

⑨全部事項証明書又は登記簿謄本及び各納税・課税証明書(写し可)

⑩質問書 【様式6】※質問がある者のみ

⑪プロポーザル参加辞退届 【様式7】※参加を辞退する者のみ

⑫協定書 【任意様式】※共同企業体のみ

⑬委任状 【任意様式】※共同企業体のみ

※共同企業体で参加の場合における提出書類は、代表者のみの提出とする。

(ただし、上記②④⑨については、構成企業ごと提出すること。)

※各種証明書は3か月以内に発行されたものに限る。

様式配布場所:名護市港一丁目1番1号福祉事務所棟2階

名護市こども家庭部こども政策課担当:池間、照屋

※各様式は名護市公式ホームページからも入手可能

③参加表明書の提出

本プロポーザルへの参加を希望する者は、次の①の提出期限までに、②の提出書類

を1部作成し、提出すること。

①提出期限

令和8年7月10日(金)午後5時まで(必着)

②参加表明提出書類

易1係氏1 「参加表明提出書類について」参照。

③提出方法

担当課窓口へ持参又は郵送により提出すること。なお、郵送の場合には提出期

限内に必着とする。

※担当課窓口による受付は、午前9時から午後5時までの間(士日祝日を除く。)

④参加資格確認結果通知の交付

参加表明書を提出した者に対し、プロポーザル応募資格決定通知書を交付し、又は

参加資格を有していない旨をその理由と併せて通知する。

①交付日令和8年7岡 14日(火)

②交付方法郵送(電子メールにて写しを送付)

③その他

参加資格を有すると認められなかった旨の通知を受けた参加表明書の提出者

は、その通知を受けた日の翌日起算で、名護市役所閉庁日を除く5日後の午後5

時までに書面によりその理由の説明を求めることができる。その場合、市は書面



②優先交渉権が与えられた者(以下「優先交渉者」という。)が提出した企画提案提

出書類の参考見積書の金額を上限として、見積合わせを行い契約書の取り交わしを

もって契約の成立とする。

③最優秀提案者との契約が不調となった場合には、次点の者から順に協議を行う。

(2)契約手続について

名護市随意契約敢扱規程(平成 17年訓令1号)に定める随意契約の手続によ

り、優先交渉者から見積書を徴し、予定価格の範囲内であるととを確認して契約

を締結し、契約書を取り交わすものとする。

(3)契約保証金について

契約予定者は、契約保証金として、契約額の100分の10の額を契約締結前に納

付しなけれぱならない。ただし、名護市契約規則四召和帽牟規則第19号)第26

条各号のいずれかに該当tる場合には、契約保証金の全部又は一部の納付を免除

することができる。

9 その他

(D 応募に要ナる一切の費用は、応募者の負担とする。

(2)名護市が受領した提出書類については、返却しない。

(3)提出された資料の著作権は、提案者に帰属するものとする。ただし、選定を行う

作業や議会報告等に必要な場合には、提案者に承諾無く無償で使用できるものとす

る。

(心プロポーザルの結果(参加事業者名及びその総合評価点数)は、提出された企画

提案書等を除き、原則公開するものとする。

なお、提出された企画提案書等については、名護市情報公開条例及びその他関連

する条例又は規則等に基づいた取扱いとなる。

伍) 1事業者あたりの企画提案は、 1件までとする。

(6)参加表明書を提出した後であっても、辞退届【様式7】を提出することにより参

加の辞退を申し出ることができる。この場合において、本案件後の名護市の契約に

関して不利益な扱いをしないものとtる。

10 提出先及び問合せ先

名護市こども家庭部こども政策課こども政策係担当:池間、照屋

〒905-8540 沖縄県名護市港一丁目 1番1号

電話四80-53-1212 (内線384) FAX 0980-53-7825

E-MAIL kodomoseisaku@city. nago,1g. jp



別紙1

1 次に掲げる事項に留意し作成するものとする。

(1)共通事項

参加表明提出書類の用紙の大きさはA4版を基本とし、余白は左25脚以上とし、

その他の余白は任意とする。文字の大きさは、ワープロソフト使用の場合、Ⅱポイン

ト以上とする。

(2)次の書類一式を左2箇所ホッチキス留めとし、 1部提出するものとする。

【提出書類一覧】※区分「0上必ず提出、「△上必要な者のみ提出

参加表明提出書類について

劇N0璽發

1

^鄭隙鵜11論懸ξ鰯予■提晦圏無済縄類途斧寵璃鸞越発鷲眼驚聾゛轡災恕
参加表明書及び誓約書

※記名及び押印の上、

2

3

会社概要表

※記載は1ページ以内とする。

4

業務実績表

5

全部事項証明書又は登記簿謄本(写し可)

※ 3力月以内に発行されたもの

(D

各税に関する証明書(直近2午分)※ 3力月以内に発行されたもの

【様式1】

提出すること

(2)

名護市税完納証明書(法人)

(3)

名護市法人市民税納税証明書

④

代表者の名護市税完納証明書※全ての名護市税が対象

沖縄県の法人事業税(個人事業税)の納税証明書

※完納証明書は不可

(5)

6

【様式2】

7

国税納税証明書

協定書【任意様式】

【様式4】

NO,5の①から(5)は、沖縄県又は名護市に納税義務がある者のみ提出すること。

共同企業体の場合は、 NO.2からNO.4までは、構成企業ごとに提出tること。

委任状【任意様式】

※共同企業体で申請の場合のみ(正本1部)

舶区汾じ',

※共同企業体で申請の場合のみ(正本1音円

0

0

0

0

△

△

△

△

0

△

△

※
※



卸俳氏2 企画提案提出書類について

1 次に掲げる事項に留意し作成するものとする。

①共通事項

①企画提案提出書類の用紙の大きさはA4版を基本とし、余白は、左25m以上と

し、その他の余白は任意とする。文字の大きさは、ワープロソフト使用の場合、Ⅱ

ポイント以上の大きさとする。

②企画提案提出書類を受理した後の提案内容の追加、修正及び再提出は認めない。

プレゼンテーションの際にパワーポイント等のデータによる説明は、提出した企画

提案提出書類をもとに行うこととし、新たに書き加えるととや図表等を追加するこ

とはできない。

(2)提出部数は,次のとおりとする。

①原本(企画提案提出書類):1部(片面印刷A4版フラットファイル綴じ)

②副本(企画提案提出書類):9部(両面印刷A4版フラットファイル綴じ)

(3)次の書類を一式とする。なお、参加表明提出書類と共通する書類については、参

加表明書類と相違がないものであること。

NO

1
【様式5】企画提案提出書

※記名及び押印の上、提出すること。

2
会社概要表

※記載は1ページ以内とする。

3

4

業務執行体制表

業務実績表

【任意様式】企画提案書

※企画提案書には、別紙3に掲げる評価基準及び仕様書を踏まえ、想定

される各業務、各事項の実施手法及びスケジュール等について具体的に

記載すること。

※ 20ページ以内とするとと。

5

提出書類

6

【任意様式】参考見積書

※本業務における参考見積書を提出すること。また、参考見積書は本業

務に係る全体の経費とし、積算に当たっての根拠等の内訳書も併せて提

出すること。

(4)上記(3)の企画提案提出書類を NO.1から 6の1慎で綴り、 NO.の項目ごとにインデ

ツクスをつけること。またNO.1から6の順に通しぺージ番号を付すこと。

【様式2】

【様式3】

【様式り



別紙3 評価項目及び配点について

審査に対する評価項目及び評価内容は、次のとおりである。

評価項目

1
事業者の実績

(10 点)

2
業務実施体制

(20 点)

・過去3年以内において国や地方自治体で同種又は

類似の業務の実績があり、適切に履行しているか。

同種業務:こども計画策定業務

類似業務:子ども・若者計画、子どもの貧困対策計

画、及びその他自治体の計画作成業務等

単

・本業務を安全かつ円滑に運営できる組織体制や人

員配置となっているか。

・業務に精通した現場担当者を配置しているか。

評価の着眼点

3
企画提案内容

(55 点)

・業務工程は明確で、期間内で円滑に確実な遂行が

できる提案内容か。

・計画策定に深い見識があり業務の趣旨、

く理解した妥当なものになっているか。

・回答率の向上を図るための提案は効果的か。

回答者の負担軽減を図るための提案は効果的か。

プレゼンテーション

及びヒアリング

( 5 点)

4

・独自の提案は調査目的に即し、効果が明確か。

・名護市の状況や特徴等を把握し、提案内容が名護

市の実態に即したものとなっているか。

5

配点

見積価格

(10 点)

・国、県の動向等を踏まえ、実施手法が適切に示さ

れているか。

・会議資料や議事録の作成等、事務局への支援体制

が具体的かつ明確に示されているか。

10

・説明は簡潔で分かりやすいか。

・質問に対する応答が迅速かつ明確であるか。

目的をよ

配点X (最低見積額/自社の見積額)

※小数点以下切り捨て

10

10

10

5

5

5

10

満点:100 点(委員 1人あたり)

10

10

5

10



卿俳氏4 全委員の審査得点の合計が同点だった場合

1 最高得点者のうち、各委員の審査得点が高い方を1位とし、

を最優先候補者とする。

例1

A社

、

委員1

※上記例1の場合、 A社の得点が高い委員が3人、B社の得点が高い委員が2人とな

るため、 A社を最優先候補者とする。

2 上記1において、どちらも同人数だった場合は、各委員が1位とした者の得点を合計

し、合計が高い者を最優先候補者とする。

例2

亜D

B社

委員2

85

80

委員3

70

85

委員4

く三D

95

委員5

A社

委員1

1位とした委員が多い方

90

B社

70

85

委員2

くミD

80

委員審査得点合計

85

委員3

75

A社

委員1

420

85

委員4

※ A社を1位とした委員の合計点数が 180 点、 B社を1位とした委員の合計点数が

185点となるため、 B社を最優先候補者とtる。

3 上記2においても同点だった場合は、委員長の審査得点が高い者を最優先候補者とす

B社

ぐD

95

420

委員2

委員5

90

る。

4 上記3においても同点だった場合は、副委員長の審査得点が高い者を最優先候補者と

する。

5 上記4においても同点だ0た場合は、評価項目の「3 企画提案内容」において、全委

員の審査得点の合計額が高い方を最優先候補者とする。全委員の審査得点が同点だった場

合は、上記1~4の手順を準用し、最優先候補者を選定する。

6 上記5においても同点だった場合は、くじ引きにより決定する。

90

85

委員3

欠

欠

委員審査得点合計

委員4

95

95

委員5

3 5 0

欠

3 5 0

欠

委員審査得点合計

1 8 0

1 8 5



公売公

国税徴収法第鮖条の規定により差押財産を公売することを公告する。

国税徴収法第99条の規定により見積価額を公告する。

公売財産の種類

公売財産、公売保証
金及び見枯価額

'

兼見積価額公

動産

別紙1のとおり

入札

インターネット公売による入札(せり売り)

開札
(最高価格
申込者決定)

令和

公売場所

令和

8 年

開札場所

8

<和

7

年7月29日午後

売却決定

月27日午後

8

代金納付期限

紀尾井町戦略研究所株式会社が提供するインターネット公売システム上

年

名誰市公告第3/号

令和 8 午,8_25.国.
1'ゞ、J"¥、、. .、、"』ι
.・一丁、ノ 、1
.r.,

1渡具主口武豊 k.、N;印'
J

名護市長

紀尾井町戰略研究所株式会社が提供するインターネット公売システム上

7 月

E時

30

A和

日午前

ム和

時蜘分から

別紙2のとおり

H

以下のいずれかに該当する方は、公売への参加及び財産を貿い受けることができない。

1 国税徴収法第兜条(買受人の告卵脚又は同法第108条第1項(公売実施の適正化のための
措置)に該当する方

2 宅護市が定めるインターネット公売ガイドライン等の内容を承諾せず、順守できない方

3 公売財産の買受について一定の資格、その他の要件を'、要とする場合でこれらの資格などを
有していない方

4 暴力団員による不当な行為の防止等に関する往律に規定する暴力団員等に該当する方

5 18歳未満の方。ただし、その親権者などが代理人として参加する場合を除く。

6日本語を完全に理解できない方。ただし、その代理人がE本語を理解できる場合は除く。

7日本国内に住所、連絡先がいずれもない方。ただし、その代理人が日本国内に住所又は連絡
先がある場合を除く。

この公売財産の換価代金について配当を受けることができる質権、抵当権、先取特権、留羅権等の
権利を有する者は、売却決宗を司、る前日までに債権現在額申立書により、その内容を名護市税務課に
申し出るご七。なお、債権現在額申立書の用紙は名誰市税務課にて配布する。

買受人についての
資格その他の要件

揚所名護市役所国民健康保険課

8

E土 分まで00

配当を受ける者の権利の申出に0いて

8

年8月

お間合せ宅護市市民部国民健康保険課保険税係

年

10

「

0980-53-1212 (内線巧3)

^'■一

、

時00分

7

公売方法

.11、.N

.^,〒

月30日

→

、.

^

6

」

日午後

i
1 "
一

午
-1^■

前W時帥分

2 時30分

、
{

告

'
"
ー
.
ー

公
売
日
時

告

そ
の
他



売却区分番号

名護市動公8-3-1

畠護市動公8-3-2

公売公告別紙1(公売財産及び公売保証金)
公売財産の名称
数量、性質及び戸在等
スズキ・ワゴン、 5

式(車検有効期限令和8年d
月がイ日
イハツ・ミラ平工

ヲ郁加'峅

公売財産上の賃借権等の
権利の内容

なし

なし

公売保証金

2, fd0円

見積価額

ffd角

//ず//

27,000円

f, f6d円



1 公売財産の入札に係る買受の申込みをしようとする方(以下、「入札者」という。)は、公売沙加申込

期問に炊の手続きを行う必要があります。

①インターネット公売システム上の公売参加申し込み手絖き

⑦前項の参加条件を満たすことを確認するため、書面による陳述書等の関係書類の提出

2 公売保証金の納付を要する公売財産についての入札は、その納付後でなければすることができません。

3 公売保証金は、銀行振込等で納付してください。
4 -度提出した入札書は引換、変更又は取消しをすることができません。
5 公売財産について、権利移転及び危険負担移転の時捌は買受代金完納の時とします。
ただし、公売財産の買受人として一定の資格その他の要件を必要とする場合に、これらの資格等を有

しない場合は、それぞれの要件を満たさなければ権利移転の効果は生じません。例えぼ、公売財産が農
地等である場合、農業委員会等から権利移転の許可書または届出受理書が必要になります。
な羚、買受代金納付後(農地等については、許可または届出の受理があ0たとき)に生じた財産の製
損、焼失等による損害の負担は、買受人が負うことになります。また、公売財産が動産、自動車などで
ある場合、市はその公売財産の引渡しを買受代金納付時の現況有姿で行います。
6 公売による権利移転に伴う費用(移転登記の登録免許税等)は買受人の負担となります。
7 公売財産の権利の移転につき登録を要するものについては、買受人は、買受代金納付の際に登録免許

税額に相当する印紙若しくは納付の領収証書(登録免許税法第23条)を提出してください。
8 買受人が買受代金を納付する時までに滞納税金完納の事実が証明されたとき又は買受代金納付後でも
公売を取り消すべき理由があるときは、公売を取り消します。

9 買受代金を納付しないときは、公売保証金をお返しすることはできません。
10 公売財産については、あらかじめその現況及び関係公癖等をご確認ください。
Ⅱ公売財産に財産の種類又は品質に関する不適合があ0ても、市は、担保責任を負いません。
12 その他の事項については、畠護市インターネット公売ガイドラインによります。

公売公告兼見積価額公 別紙2告



別紙(第7条関係)

名護市公告第■ユ、、号

令和 8年6月29日

名護市公募型指名競争入札の実施について

地方白治法(昭和22年法律第67号)第234条第1項及び名護市公募型指名競争入札実施要綱
(平成24年告示第106号)に基dき、公募型指名績争入札を実施する力め、次のとおり公告しま
司、。

入札に付する事項

工事名

2 工事の種類

3 施工場所

4 工期

5

喜知留川河川整備工事(R8)

概要

6

士木一式工事

入札日時

7

名護市字伊差ル地内

入札場所

8

契約締結日の翌日(又は契約締結日)~令和9年3月18日

予定価格
(消費税込み)

名護市長渡具知

9

橋梁下部工一式

最低制限価格

10

令和8年7月23日(木)午前Ⅱ時

入札保証金

'、、『.^里^,早一'_^

'ν,」■

"市廊P

11

名護市役所第1会議室

契約保証金

12

事後公表とする。

申請書提出期限

玲

設定する

T事内容に関する

質問締切日

14

免除

質問に対する回答

契約額の10分の1以上。ただし、金融機関又は保証事業会社の保証
をも0て契約保証金の納付に代えることができる。

15

(予定価格の事後公表対象案件)

指名通知日

令和8年7月6日明)正午

16 その他①

令和8年7月9日(木)正午

17 その他②

令和8年7月13日網)

18 担当課

令和8年7月8日(水)

週休2日試行工事
※本工事は週休2日の取り組みを推進するための試行工事である。詳
細は特記仕様書参照のこと。
※本工に係る約は、地自治法第96六の規正に基づき名護
会の議決を得る必要があるため、落札決定後は仮契約を締結し、
護市議会の議決を経て通知したときに本契約となる。

入札関係
工事関係

名護市工事契約検査課
建設土木課

議
名



2 入札参加資格要件

次に掲げる事項の全てを満たしていなけれぱなりません。
名護市内に本店を有する者であること。

建設業法第3条第1項の規定による建設業の許可を受けていること。

名護市の土木一式工事A級に登録されている者であること。
/>、

地方自治法施行令第167条の4 (一般競争入札の参加者の資格)に規定する者に該当し
ない者であること。

下記の資格を有する技術者を配置でき、また、当該技術者と3力月以上の雇用関係があ
ること。

「建設業法に基づく監理技術者又は主任技術者となり得る国家資格取得者(1級士
木施工管理技士、 1級建設機械施工技士、技術士)」

入札日までの間に、名護市指名停止等事務処理要綱に規定する指名停止の措置を受けて
いない者であること。

名護市指名停止等事務処理要綱による警告等を受けた者であって、当該警告等に基づき
要求された内容を履行中の者その他名護市建設工事等請負業者選定委員会において指名を
見合わせることが決定された者でないこと。

入札参加資格に基づく改善要求を受けた者であって、当該要求内容が改善されていない
者でないこと。

入札日において有効な総合評定値通知書(いわゆる経審)を受けている者であること。

会社更生法(平成14年法律第154号)に基づく更正手続又は民事再生法平成Ⅱ年法律第
225号)に基づく再生手続中の者でないこと。

公告日の3力月前から入札日までの間に不渡り等を生じていない者(前号に該当するも
のを除く。)であること。

入札までにおいて、法令・条例等に違反したことにより行政機関等から行政処
分、行政指導等が行われている工事等に施工業者としてかかわっている者でないこと。

本案件は士木一式工事A級業者に対し令和8年5月18日付け公告を行ったが、入札参加
申請業者が入札執行可能規定数に達しなかったため入札不調となったものである。ま
た、前回公告時より設計金額が変更になったため、改めて士木一式工事A級全業者(受
注中含む)を対象として再度公告する。

^

2

心、

戸工

^

、ー

⑮

3 配布資料

名護市公募型指名競争入札の実施について(公告文)

公募型指名競争入札参加申請書

入札心得

入札書

質問書

特記仕様書

図面

数量計算書

注意事項(再度入札について)

名護市入札における最低制限価格に関する要綱

最低制限価格設定例

資本関係等のある資格者同士の入札にっいて

{
{
一

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

△
一

⑧
⑨

⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫



4 提出書類

次に掲げる書類を令和8年7月6日正午までに工事契約検査課へ提出してください。当該期限を
過ぎて提出のあった者については受付を行いません。

①公募型指名競争入札参加申請書(様式第3号)

②配置予定技術者に手持工事が有る場合は、 CORINSの工事カルテ受領書及び受注時
又は変更時工事カルテの写し(COR INS登録していない場合は、契約書の写し)

③配置予定技術者に係る書類

①配置予定技術者の雇用確認ができる書類

②資格者証の写し

③営業所技術者等が確認できる書類(建設業法施行規則(昭和24年建設省令第H号)様式第
8号(営業所技術者等証明書)もしくは様式第1号別紙4(営業所技術者等一覧表)の写し)

5 指名通知予定日

上記4の書類を提出後、入札参加資格要件を満たすものについては令和8年7月8日(水)に指名
通知を、入札参加資格要件を満たさない者については、その理由を付した非指名通知書を送付し
ます。

6

入札後、落札候補者の順位を決定し、当該落札候補者の提出書類を確認します。
当該落札候補者の提出した書類が上記2に掲げる入札参加資格要件を欠いた場合又は書類に虚偽
の記載を行っていると判断した場合は、当該落札侯補者を失格とし、次の順位の者の提出書類を
確認します。
入札参加資格要件審査通知書を受けた者のうち、不服のある者については、説明の申し立てを
市長に対して行うことができます。説明の申し立てを行う者は、指定する日までに書面(任意)
により、担当課まで提出してください。

落札者の決定に関する事項

3



別紙(第7条関係) 是

名i萎〒行立＼告第ゞ3 号

令和 8年6月29日

名護市公募型指名鏡争入礼の実施について

地方自治法(昭和22年法律第67号)第器1条第1項及び名護市公募型指名競争入札実施要綱
(平成24午告示第106号)に基づき、公募型指名競争入札を実施寸るため、次のとおり公告しま
・上

入札に付する事項

工事名

2 工事の種類

3 施工場所

4 工期

5

名護100号線道路改良工事(その7)

概要

6

土木一式工事

入札日時

7

名護市東江地内

入札場所

8

契約締結日の翌日(又は契約締結日)~令和9年3月10日

名護市長渡具知

予定価格
(消費税込み)

9

道路改良工事一式

最低制限価格

10

令和8年7月23日(木)午前10時30分

入札保証金

Ⅱ

名護市役所第1会議室

契約保証金

12

事後公表と寸る。

申請書提出期限

13

設定する

t事内容に関する

質問締初日

14

免除

質問に対する回答

契約額の10分の1以上。ただし、金融機関又は保証事業会社の保証
をt,つて契約保証金の納付に代えることができる。

而

(予定価格の事後公表対象案件)

指名通知日

令和8年7月6日絹)正午

16 その他

令和8年7月15日(水)正午

17 担当課

令和8年7月16日(木)

令和8年7月8日(水)

週休2日試行工事
※本工事は週休2日の取り組みを推進するための試行工事である。詳
細は特記仕様書参照のこと。

入札関係
工事関係

名護市工事契約検査課
建設士木課
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2 入札参加資格要件 ..

次に掲げる事項の全てを満たしていなければなりません。
名護市内に本店を有する者であること。

建設業法第3条第1項の規定による建設業の許可を受けていること。

名護市の土木一式工事A級に登録されている者であること。

今年度(令和8年4月1日から令和8年7月器日の入札日までの間)に本市発注の士木一式
工事(予定価格1,000万円以上のもの)を受注した者ではないこと。

前年度繰越により継続して本市発注の士木一式工事(予定価格1,000万円以上のもの)
を施工中の者ではないこと。ただし、入札日の前日までに完成検査済みの者は除く。

地方白治法施行令第167条の4 (一般競争入札の参加者の資格)に規定する者に該当し
ない者であること。

下記の資格を有する技術者を配置でき、また、当該技術者と3力月以上の雇用関係があ
ること。

「建設業法に基づく監理技術者又は主任技術者となり得る国家資格取得者(1・2
級士木施工管理技士、 1,2級建設機械施工管理技士又は技術士)」

入札日までの間に、名護市指名停止等事務処理要綱に規定する指名停止の措置を受けて
いない者であること。

名護市指名停止等事務処理要綱による警告等を受けた者であって、当該警告等に基づき
要求された内容を履行中の者その他名護市建設工事等請負業者選定委員会において指名を
見合わせることが決定された者でないこと。

入札参加資格に基づく改善要求を受けた者であって、当該要求内容が改善されていない
者でないこと。

入札日において有効な総合評定値通知書(いわゆる経審)を受けている者であること。

2

会社更生法(平成M午法律第154号)に基づく更正手続又は民事再生法平成Ⅱ年法律第
225号)に基づく再生手続中の者でないこと。

公告日の3力月前から入札日までの間に不渡り等を生じていない者(前号に該当するも
のを除く。)であること。

入札までにおいて、法令・条例等に違反したことにより行政機関等から行政処
分、行政指導等が行われている工事等に施工業者としてかかわっている者でないこと。

3 配布資料

名護市公募型指名競争入札の実施について(公告文)

公募型指名競争入札参加申請書

入札心得

入札書

質問書

特記仕様書

図面

数量計算書

注意事項(再度入札について)

名護市入札における最低制限価格に関する要綱

最低制限価格設定例

資本関係等のある資格者同士の入札について

4 提出書類

次に掲げる書類を令手脂年7月6日正午までに工事契約検査課へ提出してください。当該期限を
過ぎて提出のあった者については受付を行いません。

①公募型指名競争入糺参加申請書(様式第3号)

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫



配置予定技術者に手持工事が有る場合は、 CORINSの工事カルテ受領書及び受注時②
又は変更時工事カルテの写し(COR INS登録していない場合は、契約書の写し)

③配置予定技術者に係る書類

Ⅷ配置予定技術者の雇用確認ができる書類

②資格者証の写し

③営業所技術者等が確認できる書類(建設業法施行規則(昭和24年建設省令第H号)様式第
8号(営業所技術者等証明書)もしくは様式第1号別紙4(営業所技術者等一覧表)の写し)

5 指名通知予定日

上記4の書類を提出後、入札参加資格要件を満たすものについては令和8年7月8日(水)に指名
通知を、入糺参加資格要件を満たさない者については、その理由を付した非指名通知書を送付し
ます。

3

6 落札者の決定に関する事項

入札後、落札候補者の順位を決定し、当該落札候補者の提出書類を確認します。
当該落札候補者の提出した書類が上記2に掲げる入札参加資格要件を欠いた場合又は書類に虚偽
の記載を行ってぃると判断した場合は、当該落札候補者を失格とし、次の順位の者の提出書類を
確認します。
入札参加資格要件審査通知書を受けた者のうち、不服のある者については、説明の申し立てを
市長に対して行うことができます。説明の申し立てを行う者は、指定する日までに書面(任意)
により、担当課まで提出してください。



別紙(第7 条関係)

中,護市公告第 34 "

互ノ1、;佐["左＼ι1坤!;片1'1 愉1/11・人十Lヅ)戈.施(こノ)し、て

地力11治怯(昭和22午沽小鮮玲7り)卸氾31条第 1川及び牢,護心公募剛栃タ.競予人札実施饗純
剖り戍別午告水第10駄})に」'づき、公募県指タ,競丁,・人礼を突施するため、次のとおの公告L主
司、,

1,.ニ,子=・,',ヤ仁.'ー
タ,護 di長波具欠1」

1 川"り・,'・・,,1"、','ン,,、ゞ, 1

^●.,^^,幽,ー,

令和 8 イ1 6 j」 29 Π

人札に付する事項

1〔事宏,

2 下.事の粒類

3 施上場所

4 下期

5

市道数久U_Ⅱ5号・線道銘收良上粁(その 3)

概茆

6

上木一式工出

入札H時

7

タ,護市卞数久卜H 地内

人札場所

8

契約締結Uの翌U (又は契約締結EI)~令和9年3月綿Π

予定価格
(消費税込み)

9

道路改良上宗

最低制隈価格

10

令干口84f.7村器 R (木)件汀而10時

入札保証令

Ⅱ

牢,護市役所第 1会議室

、生ゼ斗.、『、゛'、.、

契約保証令

12

式

事後公衣とtる。

申話井提出期限

玲

設定する

エ・事内容に鬨する
質問締判Π

N

免除

質闇に対するIE1答

契約額の10分の 1以上。ただし、令融機関又は保証事業会社の保証
をも0て契約保証令の納イ寸に代えることができる。

10

(f,定価格の出後公女対象案件)

指*.通知11、1

16

令羽.18q二7月6 H (月)、11ξ午

その他

令和8イF7 " 15 目(水)11モ午

17 扣当課

令fU8圷7上116H (人)

令干Π8イF三7村 81_・1 (水)

21_1 iき.イ 1 '_f_!・ 1

※本上'"は週休2Πの取り組みを推進するための.武行 1ンⅡである。詳
細はキ1記仕様,咋参照のこと。

'

人糺関係
11ギ関係

凖,幾市に.'"契約検査課
建設上人課



2 入札参加資格要件
'

次に掲げる事項の全てを満たしていなけれぱなりません。
名護市内に本店を有する者であること。

建設業法第3条第1項の規定による建設業の許可を受けていること。

名護市の士木一式工事A級に登録されている者であること。

今年度(令和8年4月1日から令平Π8年7月23日の入札日までの問)に本市発注の士木一式
工事(予定価格1,000万円以上のもの)を受注した者ではないこと。

前年度繰越により継続して本市発注の士木一式工事(予定価格1,000万円以上のもの)
を施τ中の者ではないこと。ただし、入札日の前日までに完成検査済みの者は除く。

地方自冶法施行令第167条の4 (一般競争入札の参加者の資格)に規定する者に該当し
ない者であること。

下記の資格を有する技術者を配置でき、また、当該技術者と3力月以上の雇用関係があ
ること。

「建設業法に基づく監理技術者又は主任技術者となり得る国家資格取得者 a ・2
級士木施工管理技士、 1・2級建設機械施工管理技士又は技術士)」

入札日までの間に、名護市指名停止等事務処理要綱に規定する指名停止の措置を受けて
いない者であること。

名護市指名停止等事務処理要綱による警告等を受けた者であ0て、当該警告等に基づき
要求された内容を履行中の者その他名護市建設工事等請負業者選定委員会において指名を
見合わせることが決定された者でないごと。

入札参加資格に基づく改善要求を受けた者であ0て、当該要求内容が改善されていない
者でないこと。

入札日に船いて有効な総合評定値通知書(いわゆる経審)を受けている者であること。

2

⑩

会社更生法(平成14年法律第154号)に基づく更正手続又は民事再生法平成Ⅱ年法律第
225号)に基づく再生手続中の者でないこと。

公告日の3力月前から入札日までの問に不渡り等を生じていない者(前号に該当するも
のを除く。)であること。

入札までに翁いて、法令・条例等に違反したことにより行政機関等から行政処
分、行政指導等が行われている工事等に施工業者としてかかわ0ている者でないこと。

⑭

3 配布資料

名護市公募型指名競争入札の実施について(公告文)

公募型指名競争入札参加申請書

入札心得

入札書

質問書

特記仕様書

図面

数量計算書

注意事項(再度入札について)

名護市入札における最低制限価格に関する要綱

最低制限価格設定例

資本閧係等のある資格者同士の入札について

4 提出書類

次に掲げる書類を令和8年7月6日正午までに工事契約検査課へ提出してください。当該期限を
過ぎて提出のあった者については受付を行いません。

①公募型指名競争入札参加申請書(様式第3号)

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⑧
⑨

⑪
⑫
⑬

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫



②配置予定技術者に手持工事が有る場合は、 CORINSのτ事カルテ受領書及び受注時
又は変更時工事カルテの写し(CORINS登録していない場合は、契約書の写し)

③配置予定技術者に係る書類

Ⅷ配置予定技術者の雇用確認ができる書類

②資格者証の写し

幅)営業所技術者等が確認できる書類(建設業法施行規則(昭和24年建設省令第14号)様式第
8号(営業所技術者等証明書)もしくは様式第1号別紙4(営業所技術者等一覧表)の写し)

5 指名通知予定日

上記4の書類を提出後、入札参加資格要件を満たすものについては令和8年7月8日(水Xこ指名
通知を、入札参加資格要件を満たさない者にっいては、その理由を付した非指名通知書を送付し
ます。

6 落札者の決定に関する事項

入札後、落札候補者の順位を決定し、当該落札候補者の提出書類を確認します。
当該落札候補者の提出した書類が上記2に掲げる入札参加資格要件を欠いた場合又は書類に虚偽
の記載を行っていると判断した場合は、当該落札候補者を失格とし、次の順位の者の提出書頚を
確認します。
入札参加資格要件審査通知書を受けた者のうち、不服のある者については、説明の申し立てを
市長に対して行うことができます。説明の申し立てを行う者は、指定する日までに書面(任意)
により、担当課まで提出してください。

3



別紙(第7条関係)

名護市公告第づ5 号

令和 8年6月30日

名護市公募型指名競争入札の実施について

地方自治法(昭和22年法律第67号)第器4条第1項及び名護市公募型指名競争入札実施要綱
(平成24午告示第106号)に基づき、公募型指名読争入札を実施するため、炊のとおり公告しま
す。

'

入札に付する事項

工事名

2 工事の種類

3 施工場所

4 工期

5

羽地中部支線14-1号農道整備工事(R鋤

概要

6

士木一式工事

入札日時

7

名護市字親川地内

入札場所

8

契約締結ヨの翌日(又は契約締結田~令和9年1月29日

予定価格
(消費税込み)

名護市長渡具知

9

農道整備工事一式

最低制限価格

10

令和8午7月16日(木)午前9時30分

入札保証金

Ⅱ

名護市役所第1会議室

契約保証金

12

24,200,000円

^

申請書提出期限

B

言斐疋司、る

,

!

工事内容に関する
質問締切日

14

免除

質問に対する回答

契約額の10分の1以上。ただし、金融機関又は保証事業会社の保証
をもって契約保証金の納付に代えることができる。

15 指名通知日

令和8年7月7日(火)正午

16 その他

令和8年7月10日(金)正午

17 担当課

令和8年7月13日明)

令和8年7月9日(木)

週休2日試行工事

※本工事は週休2日の取り組みを推進するための試行工事である。詳
細は特記仕様書参照のこと。

入札関係
工事関係

名護市工事契約検査課
農林水産課
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2 入札参加資格要件

炊に掲げる事項の全てを満たしていなければなりません。
名護市内に本店を有する者であること。

建設業法第3条第1項の規定による建設業の許可を受けていること。

名護市の士木一式工事B級に登録されている者であること。

今年度(令和8年4月1日から令和8年7月16日の入札日までの問)に本市発注の士木一式
工事(予定価格1,000万円以上のもの)を受注した者ではないこと。

前年度繰越により継続して本市発注の土木一式工事(予定価格1,000万円以上のもの)
を施工中の者ではないこと。ただし、入札日の前日までに完成検査済みの者は除く。

地方自治法施行令第167条の4 (一般競争入札の参加者の資格)に規定する者に該当し
ない者であること。

下記の資格を有する技術者を配置でき、また、当該技術者と3力月以上の雇用関係があ
ること。

「建設業法に基づく監理技術者または主任技術者となり得る国家資格取得者(1・2級
士木施工管理技士、1・2級建設機械施工管理技士又は技術士)」

入札日までの間に、名護市指名停止等事務処理要綱に規定する指名停止の措置を受けて
いない者であること。

名護市指名停止等事務処理要綱による警告等を受けた者であって、当該警告等に基づき
要求された内容を履行中の者その他名護市建設工事等請負業者選定委員会において指名を
見合わせることが決定された者でないこと。

入札参加資格に基づく改善要求を受けた者であって、当該要求内容が改善されていない
者でないこと。

入札日において有効な総合評定値通知書(いわゆる経審)を受けている者であること。

、

会社更生法(平成H年法律第154号)に基づく更正手続又は民事再生法平成Ⅱ年法律第
225号)に基づく再生手続中の者でないこと。

公告日の3力月前から入札日までの間に不渡り等を生じていない者(前号に該当するも
のを除く。)であること。

入札までにおいて、法令・条例等に違反したことにより行政機関等から行政処
分、行政指導等が行われている工事等に施工業者としてかかわっている者でないこと。

3 配布資料

名護市公募型指名競争入札の実施について(公告文)

公募型指名競争入札参加申請書

入札心得

入札書

質問書

特記仕様書

図面

数量計算書

注意事項(再度入札について)

名護市入札における最低制限価格に関する要綱

最低制限価格設定例

資本関係等のある資格者同士の入札について

4 提出書類

次に掲げる書類を令和8年7月7日正午までに工事契約検査課へ提出してください。当該期限を
過ぎて提出のあった者については受付を行いません。

2

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⑧
⑨

⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫



①公募型指名競争入札参加申請書(様式第3号)

②配置予定技術者に手持工事が有る場合は、 CORINSの工事カルテ受領書及び受注時
又は変更時工事カルテの写し(COR INS登録していない場合は、契約書の写し)

③配置予定技術者に係る書類

①配置予定技術者の雇用確認ができる書類

②資格者証の写し

③営業所技術者等が確認、できる書類(建設業法施行規則(昭和24年建設省令第14号)様式第
8号(営業所技術者等証明書)もしくは様式第1号別紙4(営業所技術者等一覧表)の写し)

5 指名通知予定日

上記4の書類を提出後、入札参加資格要件を満たすものについては令和8年7月9日(木)に指名
通知を、入札参加資格要件を満たさない者にっいては、その理由を付した非指名通知書を送付し
ます。

6

入札後、落札候補者の順位を決定し、当該落札候補者の提出書類を確認します。
当該落札候補者の提出した書類が上記2に掲げる入札参加資格要件を欠いた場合又は書類に虚偽
の記載を行っていると判断した場合は、当該落札候補者を失格とし、炊の順位の者の提出書類を
確認します。
入札参加資格要件審査通知書を受けた者のうち、不服のある者については、説明の申し立てを
市長に対して行うことができます。説明の申し立てを行う者は、指定する日までに書面(任意)
により、担当課まで提出してください。

落札者の決定に関する事項

、
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別紙(第7条関係)

名護市公告第 J6 号

令和 8 午 7月3日

名護市公募型指名競争入札の実施について

地方自治法(昭和22年法律第67号)第器4条第1項及び名護市公募型指名競争入札実施要綱
(平成24年告示第106号)に基づき、公募型指名競争入札を実施するため、次のとおり公告しま

゛

入札に付する事項

工事名

2 工事の種類

3 施工場所

4 工期

5

辺野古地区市道整備工事(R8)

概要

6

士木一式工事

入札日時

7

名護市字辺野古地内

入札場所

8

契約締結日の翌日(又は契約締結田~令和9年1月15日

予定価格
(消費税込み)

名護市長渡具知武豊

9

道路整備工事一式

最低制限価格

10

令和8年7月22日(水)午前H時

入札保証金

Ⅱ

名護市役所第1会議室

1

契約保証金

露

」

19,349,000円

f '・

申請書提出期限

玲

司旻正司、る

工事内容に関する
質問締切日

14

免除

質問に対する回答

契約額の10分の1以上。ただし、金融機関又は保証事業会社の保証
をも0て契約保証金の納付に代えることができる。

15 指名通知日

16

令和8年7月10日(金)正午

その他

令和8年7月15日(水)正午

17 担当課

令平U8年7月16日(木)

令和8年7月14日(火)

週休2日試行工事

※本工事は週休2日の取り組みを推進するための試行工事である。詳
細は特記仕様書参照のこと。

入札関係
工事関係

名護市工事契約検査課
建設士木課

.
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2 入札参加資格要件

次に掲げる事項の全てを満たしていなけれぱなりません。
名護市内に本店を有する者であること。

建設業法第3条第1項の規定による建設業の許可を受けていること。

名護市の士木一式工事C級に登録されている者であること。

今年度(令和8年4月1日から令手脂年7月22日の入札日までの間)に本市発注の士木一式
工事(予定価格1,000万円以上のもの)を受注した者ではないこと。

前年度繰越により継続して本市発注の士木一式工事(予定価格1,000万円以上のもの)
を施工中の者ではないこと。ただし、入札日の前日までに完成検査済みの者は除く。

地方自治法施行令第167条の4 (一般競争入札の参加者の資格)に規定する者に該当し
ない者であること。

下記の資格を有する技術者を配置でき、また、当該技術者と3力月以上の雇用関係があ
ること。

「建設業法に基づく監理技術者又は主任技術者となり得る国家資格取得者(1・2級
士木施t管理技士、1・2級建設機械施工管理技士又は技術士)」

入札日までの間に、名護市指名停止等事務処理要綱に規定する指名停止の措置を受けて
いない者であること。

名護市指名停止等事務処理要綱による警告等を受けた者であって、当該警告等に基づき
要求された内容を履行中の者その他名護市建設工事等請負業者選定委員会において指名を
見合わせることが決定された者でないこと。

入札参加資格に基づく改善要求を受けた者であって、当該要求内容が改善されていない
者でないこと。

入札日において有効な総合評定値通知書(いわゆる経審)を受けている者であること。

⑧

⑨

会社更生法(平成H年法律第154号)に基づく更正手続又は民事再生法平成Ⅱ年法律第
225号)に基づく再生手続中の者でないこと。

公告日の3力月前から入札日までの間に不渡り等を生じていない者(前号に該当するも
のを除く。)であること。

入札までにおいて、法令・条例等に違反したことにより行政機関等から行政処
分、行政指導等が行われている工事等に施工業者としてかかわっている者でないこと。

⑭

3 配布資料

名護市公募型指名競争入札の実施について(公告文)

公募型指名競争入札参加申請書

入札心得

入札書

質問書

特記仕様書

図面

数量計算書

注意事項(再度入札について)

名護市入札における最低制限価格に関する要綱

最低制限価格設定例

資本関係等のある資格者同士の入札にっいて

4 提出書類

次に掲げる書類を令和8年7月10日正午までに工事契約検査課へ提出してください。当該期限を
過ぎて提出のあった者については受付を行いません。

2

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

⑩
⑪
⑫
⑬

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫



①公募型指名競争入札参加申請書(様式第3号)

②配置予定技術者に手持工事が有る場合は、 CORINSの工事カルテ受領書及び受注時
又は変更時工事カルテの写し(COR INS登録していない場合は、契約書の写し)

③配置予定技術者に係る考類

ω配置予定技術者の雇用確認ができる書類

②資格者証の写し

③営業所技術者等が確認できる書類(建設業法施行規則(昭和24年建設省令第H号)様式第
8号(営業所技術者等証明書)もしくは様式第1号別紙4(営業所技術者等一覧表)の写し)

5 指名通知予定日

上記4の書類を提出後、入札参加資格要件を満たすものについては令和8年7月14日(火)に指
名通知を、入札参加資格要件を満たさない者については、その理由を付した非指名通知書を送付
します。

6

入札後、落札候補者の順位を決定し、当該落札候補者の提出書類を確認します。
当該落札候補者の提出した書類が上記2に掲げる入札参加資格要件を欠いた場合又は書類に虚偽
の記載を行っていると判断した場合は、当該落札候補者を失格とし、次の順位の者の提出書類を
確認します。
入札参加資格要件審査通知書を受けた者のうち、不服のある者にっいては、説明の申し立てを
市長に対して行うことができます。説明の申し立てを行う者は、指定する日までに書面 q壬意)
により、担当課まで提出してください。

落札者の決定に関する事項

3



名護市公告第37・号

次のように都市公園の供用を開始するので、都市公園法(昭和31年法律第79号)第2条の

2の規定に基づき公告する。

令和8年7月8日

゛

1.名称

大瀬原公園

2. i立置

字宮里大瀬原

3 区域

別紙のとおり

設

4 供用開始の期日

令和8年7月8日

名護市長
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あづま屋(ベンチセット)、複合遊具、

健康遊具、ベンチ、照明、車止め、

排水、水飲み場、植裁、フェンス
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